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研究進捗状況報告書の概要 
 
１ 研究プロジェクト 

学校法人名 順天堂 大学名 順天堂大学 

研究プロジェクト名 難治性“かゆみ”の発症機構解明と予防・治療法開発の研究基盤構築 

研究観点 研究拠点を形成する研究 
 
２ 研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

ヒトは、生体内外の環境要因によって生じる様々なストレスに曝されている。順天堂大学大学院医学

研究科環境医学研究所は、環境要因と遺伝要因が絡み合って生じるアレルギー疾患やがんなどの環

境要因関連疾患の発症機構の解明と、QOL 向上を目指した研究に取り組んできた。その過程で、腎

不全患者の難治性かゆみ治療の標的分子としてκオピオイド受容体を同定するなど、治療等に繋が

る標的分子を見出している。近年、難治性かゆみは環境要因関連疾患に伴う生体応答異常のサイン

であることが示され、米国に於いて国立衛生研究所の支援によるかゆみ研究センターが開設されるな

ど、かゆみ研究の重点化が世界的に始まっている。本事業では、かゆみに着目した本研究所の成果

を基盤として、難治性かゆみの発生機序を解明し、予防・治療の方策を提言する。本事業を推進する

ことは、環境要因関連疾患の発症機構の究明と国民生活の QOL 向上を目指した新技術開発の研究

基盤構築に繋がることが期待される。 
 
３ 研究プロジェクトの進捗及び成果の概要 

本事業は順調に進行しており、すでに難治性かゆみの発症機構に関する新知見及び治療・予防法

の開発に結びつく標的分子や細胞を見出している。特に重要な成果を以下にあげる。①ヒト表皮角化

細胞における神経反発因子 semaphorin 3A (Sema3A) の発現誘導因子 (RORαアゴニスト、LL-37)を

同定し、特許申請した。②セラミド代謝産物の sphingosine-1-phosphate (S1P)が、ケラチノサイトから炎

症性サイトカインである TNF-α産生を引き起こし、ヒスタミン非依存性のかゆみ刺激を誘発する

endothelin-1の産生を誘導することを発見した。③Leukotriene B4 (LTB4)で惹起されるかゆみにLTB4 

receptor 1 (BLT1)が関与することを発見した。④アトピー性皮膚炎(AD)の皮膚 pH 上昇のメカニズムに

表皮で発現する carbonic anhydrase III (CAIII)のニトロ化傷害が関与することを発見した。⑤表皮 pH

が上昇すると kallikrein 5（KLK5）が活性化され、protease-activated receptor 2 (PAR2)の開裂を介して

thymic stromal lymphopoietin (TSLP)、interleukin-31 (IL-31)、nerve growth factor (NGF)などを増加さ

せることで皮膚におけるかゆみ刺激を惹起することを発見した。⑥ヒスタミン非依存性のかゆみ情報は

グルタミン酸、サブスタン P (SP)、gastrin-releasing peptide（GRP）によって脊髄後角に伝達されることを

明らかにした。⑦脊髄内ミクログリアはADの難治性かゆみの治療標的に成り得ることを発見した。⑧伝

染性のかゆみに関与するヒトの脳部位として大脳基底核、島回、中脳における活動が増加することを

発見した。⑨かゆい部位を掻くことに伴う快感時に、報酬系、快楽中枢である中脳と線条体の脳活動

が増強することを見出した。⑩第 1 次体性感覚野への経頭蓋直流電気刺激により、脳におけるかゆみ

認知が抑制されることを発見した。⑪微量な新規生理活性脂質の高感度・高選択的な検出系の確立

に成功した。今後、かゆみに関与する新規脂質メディエーターの同定に貢献することが期待される。 
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研究進捗状況報告書 
 

１ 学校法人名       順天堂          ２ 大学名        順天堂大学               

  

３ 研究組織名        環境医学研究所                                

 

４ プロジェクト所在地    千葉県浦安市富岡 2-1-1                               

 

５ 研究プロジェクト名  難治性“かゆみ”の発症機構解明と予防・治療法開発の研究基盤構築                                

 

６ 研究観点          研究拠点を形成する研究                    

 

７ 研究代表者 

研究代表者名 所属部局名 職名 

髙森建二 環境医学研究所 所長 

 

８ プロジェクト参加研究者数  19 名 

 

９ 該当審査区分    理工・情報     生物・医歯     人文・社会  

 

１０ 研究プロジェクトに参加する主な研究者 

研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

髙森建二 
環境医学研究所・

所長 

知覚異常に基づくかゆみの

発生機序の解明と治療法の

開発 

研究総括・かゆみ定量

法の開発 

横溝岳彦 
生化学・細胞機能

制御学・教授 

生理活性脂質受容体を介し

たかゆみ発症機序の解明 

基礎医学からのアプロ

ーチ(メディエーターと受

容体解析) 

長岡 功 
生化学・生体防御

学・教授 

生体防御ペプチドによるマス

ト細胞の活性化・かゆみ誘発

機構とその制御 

基礎医学からのアプロ

ーチ(メディエーターと受

容体解析) 

森本幾夫 
免疫病・がん先端

治療学・客員教授 

CD26/DPPIV とサブスタンス

P の相互作用による抗がん

剤によるかゆみに対する制

御機構 

基礎医学からのアプロ

ーチ(後天的遺伝子発現

変動解析) 

樋野興夫 
分子病理病態学・

教授 

形成的刺激（がん化とかゆ

み）の分子機構の解明 

基礎医学からのアプロ

ーチ(後天的遺伝子発現

変動解析) 

櫻井 隆 
細胞・分子薬理学・

教授 

G タンパク質共役型受容体

のヘテロ複合体形成に着目

したかゆみ伝達の制御 

基礎医学からのアプロ

ーチ(オミックス解析) 
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山倉文幸 
医療看護学研究

科・教授 

環境要因がガス状メディエー

ターを介してかゆみを引き起

こす機構の解明 

基礎医学からのアプロ

ーチ(オミックス解析) 

岩渕和久 
医療看護学研究

科・教授 

皮膚疾患におけるケラチノサ

イト・セラミド代謝産物の役割

の解明 

基礎医学からのアプロ

ーチ(イメージング解析) 

田部陽子 
病態解析診断学・

先任准教授 

低線量放射線による慢性炎

症とかゆみの発症、がん化

誘導機構の解明  

臨床医学からのアプロ

ーチ(環境発がん解析) 

須賀 康 
皮膚科学・アレル

ギー学・教授 

乾癬患者におけるケラチノサ

イト・セラミド代謝酵素のエピ

ジェネティクス解析 

臨床医学からのアプロ

ーチ(皮膚疾患解析) 

池田勝久 耳鼻咽喉科・教授 
アレルギー性鼻炎・花粉症に

おける鼻粘膜のかゆみ 

臨床医学からのアプロ

ーチ(アレルギー疾患解

析) 

関川 巌 
膠原病・リウマチ内

科学・教授 

全身性エリテマトーデスとの

比較によるアトピー性皮膚炎

の新たな病因論と治療戦略 

臨床医学からのアプロ

ーチ (自己免疫疾患解

析) 

稲田英一 麻酔科学・教授 

帯状疱疹患者におけるかゆ

みの発生機序の解明と治療

法の開発 

臨床医学からのアプロ

ーチ(ウイルス疾患解析) 

北村庸雄 
消化器内科学・先

任准教授 

胆汁うっ滞性肝・胆道疾患に

おけるかゆみの病態と制御

機構の解明 

臨床医学からのアプロ

ーチ(内臓疾患解析) 

卜部貴夫 神経学・教授 

虚血及びかゆみにおける神

経軸索再生に関わる分子病

態機構の解明 

臨床医学からのアプロ

ーチ(脳疾患解析) 

（共同研究機

関等） 
   

柿木隆介 

自然科学研究機構 

生理学研究所・教

授 

種々の神経イメージング手

法を用いたかゆみの脳内認

知機構の解明 

機能的磁気共鳴画像を

用いた脳内認知機構解

明技術の提供 

松田浩珍 

東京農工大学大学

院農学研究院・教

授 

新規掻破行動定量化装置を

用いたアトピー性皮膚炎モデ

ルマウスのかゆみメカニズム

の分子解析 

動物モデルを用いたか

ゆみ評価の開発と解析

技術の提供 

平林義雄 
理 化 学 研 究 所 ・

BSI・チームリーダー 

かゆみにおける新規生理活

性脂質の役割 

脂質メディエーターとそ

の受容体に関する解析

技術の提供 

山口重樹 

獨協医科大学・医

学部・麻酔科学講

座・教授 

帯状疱疹に関連した痛みと

かゆみが QOL に与える影響

について 

かゆみの臨床評価を目

指した疫学調査協力 
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＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

（変更の時期：平成  年  月  日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 
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１１ 研究進捗状況（※ ５枚以内で作成 ） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 
ヒトは、生活環境などの外的環境要因と、食生活や心理状態、臓器異常などの内的環境要因によっ

て生じる様々なストレスに曝されている。順天堂大学大学院医学研究科環境医学研究所は、生体内外

の環境要因が遺伝要因と複雑に絡み合って生じる疾患(環境要因関連疾患）の発症機構の解明と、生

活の質 （QOL）の向上を目指した研究に取り組み、①環境要因による遺伝子発現の変動解析、②生

体反応の変化の機構解明、③環境要因による影響の評価法の開発を目指して研究を進展させてき

た。 

環境要因関連疾患は、たとえ同じ遺伝的バッググラウンドを持っていても、生活習慣や生活環境等

の後天的要因によって、発症の有無や症状が多様化するため、予防や治療に困難が伴うことが多い。

痛みやかゆみ等の知覚障害は、がん、アレルギー疾患、ウイルス性疾患、内臓疾患、自己免疫疾患、

皮膚疾患など様々な環境要因関連疾患に付随し、自己防衛反応や全身の異常を知らせるサインとし

て現れる生体反応である。近年、“難治性のかゆみ”が疾患発症に伴うだけではなく、抗がん剤療法や

生物学的製剤などの治療に付随して生じ、不眠、自殺(願望)の増加、労働・勉学障害をもたらすなど、

QOL を著しく低下させる深刻な問題として指摘されている。しかしながら、難治性かゆみの発症機構は

未だに不明な点が多く、その治療は各疾患の病態に応じた対症療法であり、病因論に基づく疾患横

断的な治療法の開発が切望されている。こうした背景から、2011 年にアメリカ国立衛生研究所の支援

を受けた“Center for the Study of Itch”が米国に設立されるなど、各国でかゆみ研究の重点化が始ま

っている。本研究所は、透析患者が示す難治性かゆみの抑制系受容体作動薬を開発することで、難

治性かゆみが治療できることを世界で初めて示すとともに、生活環境の変化によるかゆみ発症の分子

機構の解明に関する業績を上げるなど、難治性かゆみに関する研究分野では世界をリードしている。 

本事業では、環境医学研究所の“かゆみ”に関連する研究成果を基盤とし、かゆみを各疾患の発症

過程や治療過程で生じる生体からのサインと位置づけ、基礎医学と臨床医学の両方向からその発生

機序を解明し、疾患横断的なかゆみ治療の方策を提言する。本事業を推進することは、生体応答のサ

インに由来する環境要因関連疾患の治療・予防法の開発に向けた標的分子やカスケードを見出す橋

渡し研究 (トランスレーショナルリサーチ) の基盤構築に繋がることが期待される。 

（２）研究組織 

本事業では、髙森建二研究代表による研究統括のもと、上記１０に記載した役割分担の通り、環境

医学研究所のプロジェクトにこれまで参画してきた基礎・臨床医学研究者の中から、“メディエーターと

受容体解析”、“後天的遺伝子発現変動解析”、“オミックス解析” 、“イメージング解析”、“疾患モデル

解析”、“疾患の成因・病態形成機構の解明”を得意とする研究者 15 名をコアとしている。これに、かゆ

み行動学の松田浩珍教授(東京農工大学)、脳イメージングの柿木隆介教授（生理学研究所）、神経生

化学の平林義雄博士(理化学研究所)、知覚障害の臨床評価の山口重樹教授(獨協医科大学)の 4 名

が学外研究者として参加することで、研究基盤形成の促進を図っている。また、定期的に会合（ワーク

ショップ及びシンポジウム）を持ち、互いの研究課題の研究状況を討議することで、研究者間の有機的

な連携を深めている。本事業では教職員 11 名、大学院生 9 名、PD11 名、RA4 名の若手研究者が環

境医学研究所において、本事業に関連する研究を推進している。さらに、本事業に関連する研究課題

を毎年度学内公募により採択することで、痒み研究の基礎医学・臨床医学の若手研究者の育成を図

っている。外部評価は関連領域の外部有識者に委嘱し、プロジェクトの効率的な遂行を図っている。

順天堂大学からの研究支援体制は整っており、文部科学省からの援助に見合う資金的援助も受けて

いる。さらに、学外研究者とは共同研究契約を交わし、有機的に本事業を推進する体制となっている。 

（３）研究施設・設備等 

当該拠点は、順天堂大学医学部附属浦安病院 2 号館 8 階に設置されている、大学院医学研究科

附属施設である環境医学研究所を中心に研究施設の整備を図っている。更に、総面積 747 m2 の実

験室で、常時約４０名の研究者が研究に従事している。本研究のために2013年度（平成25年度）以降

に設置された主な研究装置と、その利用時間は以下の通りである。 

① QTRAP6500 LC/MS/MS System： 4048 時間  (168.7 時間/月) （2014/4/1〜2016/3/31） 

② 超解像レーザー顕微鏡 Gated STED アップグレードシステム： 901 時間 (34.7 時間/月) （2014/2/9〜2016/3/31）  
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③ 蛍光細胞動態解析システム(TAXIScan-FLTM)： 219 時間 (9.1 時間/月) （2014/4/1〜2016/3/31） 

④ SCLBA-Real システム： 1782 時間 (71 時間/月) （2014/3/27〜2016/3/31） 

⑤ SH800 細胞分取システム： 268 時間 (10.3 時間/月) （2014/2/1〜2016/3/31） 

（４）進捗状況・研究成果等 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

＜現在までの進捗状況及び達成度＞ 
1）髙森らは、i) ヒト表皮角化細胞における神経反発因子 Sema3A の発現が転写因子 RORαのアゴニ

スト及び抗菌ペプチド LL-37 によって誘導されることを見出した(＊29, ＊31)。 これら Sema3A 誘導因

子がアトピー性皮膚炎（AD）やドライスキンに由来する難治性かゆみの外用治療薬における候補分子

となることを示した。ii) かゆみの情報伝達に関与する神経伝達物質を in vivo 細胞外記録法により探

索したところ、ヒスタミン非依存性のかゆみ情報は少なくともグルタミン酸、サブスタン P (SP)、

gastrin-releasing peptide (GRP)によって脊髄後角に伝達されることを見出した(＊106)。 これら各受容

体の拮抗薬を併用することで、脊髄レベルでの難治性かゆみ治療への応用が期待される。iii) ADモデ

ル NC/Nga マウスの髄腔内にミクログリア活性化阻害剤であるミノサイクリンを投与したところ、かゆみ行

動が抑制された(＊1)。 脊髄内ミクログリアは AD における難治性かゆみの治療標的に成り得ることを

示した。２）近年、脊髄後角において G タンパク質共役型受容体(GPCR)の一種である GRP 受容体

(GRPR)がかゆみの伝達に関与し、他の GPCR と相互作用することでかゆみ伝達を制御することが示唆

されている。櫻井らは、神経細胞における異種GPCRの相互作用とかゆみの伝達制御に注目した解析

により、GRPRが代謝型グルタミン酸受容体 1型(mGluR1)とアデノシンA1受容体(A1R)が相互作用する

こと、mGluR1 と A1R は神経細胞や培養細胞上で相互に抑制し合うことを明らかにした(＊57)。 GRPR

－mGluR1－A1Rの三者複合体、および他のGPCRとの相互作用により脊髄後角におけるかゆみ情報

が制御される可能性を示した。３）横溝らは、i) LTB4 によって惹起されるかゆみ行動は、LTB4 受

容体であるBLT1拮抗薬のONO-4057をマウスに事前投与することで消失したことから、LTB4はBLT1

を介してかゆみを惹起することを見出した。BLT1 を標的とした難治性かゆみの治療法の開発に繋がる

ことが期待される。また、ii) アラキドン酸代謝産物の一斉定量解析を行う質量分析法を確立し、その分

析法を用いて、関川、北村らと共同で乾癬や AD 患者、胆汁鬱滞モデル動物の血液検体におけるそ

れら代謝産物の変動を解析中である。４）長岡らは、LL-37 がマスト細胞に作用して脱顆粒やアラキド

ン酸カスケードの活性化を誘導するメカニズムの解明を行い、LL-37 が細胞表面のノイラミン酸との相

互作用を介してマスト細胞内に移行して、脱顆粒を誘導することを見出した。この LL-37 による脱顆粒

反応と LL-37 の取り込み反応の両方に Mas-related gene X2 が関与することが明らかとなり、マスト細

胞における脱顆粒の新たな制御法に繫がることを示した。５）森本らは、髙森、須賀らと協力して、i) 

CD26/DPPⅣ分子によるかゆみの調節やCD26とかゆみ誘導因子との相互作用について解析した。健

常人と比べ、AD と乾癬の患者血清において可溶性 CD26 量は上昇しており、かゆみを惹起する神経

ペプチド SP及びGRPなどを始め、かゆみ関連因子の発現上昇と相関を示した。特に、乾癬と比してケ

モカインの IP-10 が AD 特異的に上昇することを発見した。SP や GRP、IP-10 は CD26 の含む DPPIV

酵素の基質でもあり、CD26 はこれらかゆみ因子の切断を介してかゆみを調節する可能性が示された。

ii) CD26はAD慢性化の原因因子 periostinと複合体を形成することも見出され、かゆみ疾患の慢性化

に関与する可能性が示された。６）樋野らは、がん化とかゆみにおける形成的刺激の分子機構の解明

を行い、正常中皮および上皮型中皮腫では発現しているが肉腫型では発現しない ERC/mesothelin

（以下 ERC）を肉腫型中皮腫の培養細胞に強制発現させることで、epidermal growth factor receptor 

(EGFR) の発現が亢進することを発見した。近年、分子標的治療薬として用いられる EGFR 阻害剤の

副作用として皮膚炎及び “かゆみ”が問題となっていることから、上皮型維持に関与する ERC は

EGFRの発現を亢進させる作用があり、皮膚障害に対する防御効果を持つ可能性を示唆した。７）田部

らは、低線量放射線による慢性炎症とかゆみの発症、がん化誘導機構の解明を行い、i) 低線量放射

線ストレスに対してマイクロ RNA (miRNA)を介した遺伝子発現制御により前がん細胞の遺伝子・タンパ

ク発現が変動することを発見した。また、ii) 生体微小環境は直接あるいは間接的に低線量放射線スト

レス後のmiRNAを介した遺伝子・タンパク発現の変動に関与することを見出した。RNA分子が toll-like 

receptor 3 (TLR3)や TLR7 を介してかゆみを誘発すること、がんの発見に先立ってかゆみを発症する

症例も存在することから、本成果は低線量放射線―がん―かゆみの関連性を示唆した。８）健常人と

比べて、AD 患者の皮膚表面では pH が上昇するが、そのメカニズムについては不明である。山倉ら
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は、髙森らと協力して 酸化・ニトロ化ストレスに着目し、生体内の pH 調節に関与する carbonic 

anhydrase (CA)の一種であるCAIIIがADモデルNC/Ngaマウスの皮膚においてニトロ化傷害を受ける

ことで、皮膚表面の pH を上昇させることを見出した(＊132)。このニトロ化傷害は、AD の遺伝的素因が

ないコントロールマウスでは認められず、AD モデルマウスでは AD 発症以前から生じていた。このよう

に CAIII のニトロ化傷害は AD の遺伝的素因と関係し、AD の発症機構そのものに関与することが示さ

れた。さらに、９）松田らは、i） AD モデル NC/Tnd マウスでは皮膚炎の発症に伴い、皮膚表面 pH 及

びバリア機能の指標となる経皮水分蒸散量が上昇すること、肉眼的皮膚病変が観察される前から掻破

行動が増加することを見出した。ii） 皮膚 pH が上昇した NC/Tnd マウスの皮膚では、表皮に存在する

セリンプロテアーゼ KLK5 タンパク質の発現量及び酵素活性が亢進しており、KLK5 が PAR2 の開裂を

促進して TSLP 産生を誘導することが示された(＊25)。 iii) Th2 型免疫反応を刺激するキーサイトカイ

ンであり、直接かゆみを惹起することが示唆されている TSLP を NC/Tnd マウスの皮内に注射すると、

かゆみ行動が誘導された。また、TSLP の産生と同時に、かゆみ因子である IL-31 や表皮への知覚神

経進展を誘導する神経成長因子 NGF の mRNA 発現量も増加することを見出した。表皮 pH が上昇す

ると KLK5 が活性化され、PAR2 の開裂を介して TSLP、IL-31、NGF などを増加させることでかゆみを

惹起することが示された(＊25)。 １０）岩渕、須賀らは、かゆみを呈する皮膚疾患の表皮角化細胞にお

けるセラミド代謝産物の役割について検討した。その結果、S1P刺激によって表皮角化細胞はTNF-α

を産生し、分泌されたTNF-αはその受容体を介して表皮角化細胞における起痒物質 endothelin-1や

IL-8 等の炎症性サイトカインやケモカイン産生を亢進することが示された(＊134)。本成果により、セラミ

ド代謝異常が難治性かゆみの発症に関与することが示唆された。１１）かゆみにおける新規生理活性

脂質の役割を解明するため、平林らは、微量な新規生理活性脂質ホスファチジルグルコシド(PtdGlc)

及びそのホスホリパーゼ A2 消化によって得られるリゾ体(LPG)の高感度・高選択的な検出系樹立を試

みた。LPG は極微量（10 nM 以下）で胎生期の感覚神経軸索末端の成長円錐に働いて反発応答を引

き起こすが、成体での存在量は極めて少ないため、組織に多量に含まれる PE, PtdIns により検出が困

難であった。これを解決するため、LC による分離と高感度質量分析計にイオンモビリティーを組み合

わせ、高感度・高選択的な分離検出を試み、成体からの PtdGlc 及び LPG 検出に成功した(＊100)。

QTRAP 6500を用いて更なる極微量成分の生理活性を有するLPGの高感度・高選択的解析系を構築

している。今後、慢性・難治性かゆみに関わる脂質メディエーターの同定に資する成果に繋がることが

期待される。１２）鼻こすり（nasal salute）は鼻の掻痒感によって誘発されるが、同時に鼻のかゆみの誘

引物質を含む鼻汁を除去する防御反応の側面も持ち合わせている。池田らは、上気道炎症における

鼻こすりの起因物質（鼻汁のかゆみ物質）の探索を BioPlex サスペンションアレイ測定にて行い、

TSLP、MCP-1、G-CSFが鼻こすりのキーメディエーターであることを見出した。１３）全身性エリテマトー

デス（SLE）と AD の DNA 転写活性亢進時に DNA メチル化を規定する酵素活性（DNMT1）が低下し、

miRNA がその転写統御に関連する。関川らは、SLE 及びＡＤ患者の転写活性亢進における miRNA の

役割を比較検討し、両疾患での病因における miRNA を介した epigenetic な共通性を探索する目的

で、血中 miRNA の網羅的測定系を確立し、SLE 12 検体（血漿）中、治療前後で発現上昇する 28 種類

の miRNA と、発現低下する 4 種類の miRNA を見出した。１４）帯状疱疹後掻痒（PHI）の原因は炎症や

神経障害によるものと考えられているがその詳細は不明である。稲田らは、順天堂医院及び関連施設

で PHI 患者にアンケート調査を実施し、i) PHI の発生数は急性期を過ぎたあとも残存することを明らか

にした。次に、帯状疱疹後痛(PHN)患者において、PHI との関連についてアンケート調査を実施したと

ころ、ii) PHIの発生率は、急性期に 71%、発症 1～4ヶ月亜急性期に 48%、6ヶ月以上の慢性期でも 51%

存在することを見出した。PHNの強さとかゆみの程度には相関がないことから、PHIの発生機序はPHN

とは同一でないことが判明した。iii) 慢性期まで PHI が残存する患者では痛みも残存しており、神経障

害性の機序が関与することが示唆された。１５）帯状疱疹後に出現するかゆみの発現率や、そのかゆ

みが QOL や ADL(Activities of Daily Living) に及ぼす影響の詳細は不明である。山口らは、i)文献的

考察を行ったところ、帯状疱疹罹患患者の一部に、痛みの軽減後に治療抵抗性のかゆみが出現し、

そのかゆみによって QOL や ADL が著しく低下する可能性を示した。ii) 獨協医科大学病院通院中の

帯状疱疹後神経痛患者においてかゆみを自覚る患者の割合を調べたところ、半数を超え、何らかの

治療を必要とする状態にあった。iii) これらの患者において文献的にかゆみを軽減する可能性が指摘

されているプレガバリン内服の有無について調べたところ、帯状疱疹後のかゆみに対するプレガバリン
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の有効性が考えられた。上記の調査をもとに，現在，「帯状疱疹後のかゆみが QOL や ADL に及ぼす

影響」、「帯状疱疹後のかゆみへのプレガバリンの効果」の 2 つの臨床研究を行っている。１６）胆汁うっ

滞による全身性のかゆみ（cholestatic itch）は従来胆汁酸に起因するものと考えられていた。近年で

は、リゾリン脂質である lysophosphatidic acid とその制御に関与する autotaxin に関心が寄せられてい

る。北村らは、ラットの総胆管結紮モデルにおける掻破行動を定量的に解析することを試みた。ラットの

総胆管結紮モデルを作製し、掻破行動を定量解析すると同時に、血中の脂質メディエーターのリピドミ

クス解析を行ったところ、掻破行動回数の多いモデルラットにおいて血中リゾリン脂質が上昇することを

見出した。１７）卜部らは、虚血及びかゆみにおける神経軸索再生に関わる分子病態機構の共通性に

着目した。i) ラット慢性脳低灌流モデルを用いて、大脳白質障害における各種軸索マーカーの変動

及び抗酸化作用を有する L-carnitine 投与による防御機構の検討を行った。L-carnitine 投与により大

脳白質における脂質過酸化代謝産物と酸化的 DNA 障害は抑制され、PTEN/Akt/mTOR シグナル伝

達系を制御して軸索マーカーであるリン酸化 neurofilament H の発現が増加することで軸索可塑性を

増強することを発見した(＊91)。 ii) かゆみの病態に関連する神経反発因子 Sema3Aの発現が急性脳

梗塞モデルの虚血周辺部で一過性に増加した後、慢性期にかけて低下することを見出した。１８）柿木

らは、独自に開発した電気刺激によるかゆみ誘発装置と脳波、脳磁図、機能的 MRI および経頭蓋電

気刺激を組み合わせて、ヒトの脳内かゆみ認知機構を研究した。i）「かゆみが伝染するメカニズム」を

解明するために、被験者に「かゆそうに見える画像」を提示したところ、かゆみを感じ「掻きたくなる気持

ち」になり、その時に大脳基底核、島回、中脳における活動が増加することでかゆみを起こすことを発

見した(＊193)。 ii) かゆい部位を掻いた時に快感を覚える時の脳活動を機能的 MRI により解析したと

ころ、中脳と線条体といった「報酬系、快楽中枢」の活動が増強し、掻くときの快感はこの部位の活動に

よって生じることを見出した(＊147)。 iii) 経頭蓋直流電気刺激を第 1次体性感覚野に与えることにより

かゆみが抑制されることを見出し、かゆみの新しい治療法となる可能性を示した(＊24)。  

 

＜特に優れた研究成果＞ 
① 表皮角化細胞における Sema3A 発現誘導因子の発見とその誘導方法に関する特許申請 

② AD の難治性かゆみに対する治療標的として脊髄ミクログリアを発見 

③ LTB4 によるかゆみ発現に BLT1 が関与することを発見 

④ S1P でケラチノサイトが起痒物質 endothelin-1 を産生することを発見 

⑤ AD における皮膚 pH の上昇に表皮で発現する CAIII のニトロ化傷害が関与することを発見 

⑥ 表皮 pH が上昇すると KLK5 が活性化され、PAR2 の開裂を介して TSLP、IL-31、NGF などを増加

させることでかゆみを惹起することを発見 

⑦ 「かゆみが伝染する」ときに活動が増強する脳部位として大脳基底核、島回、中脳を特定 

⑧ かゆい部位を掻いた時に快感を覚える時、中脳と線条体といった「報酬系、快楽中枢」の脳活動が

増強することを発見 

⑨ 脳に外部から弱い電気刺激を与えることでかゆみが抑制されることを発見 

⑩ 微量な新規生理活性脂質の高感度・高選択的な検出系の確立 

＜問題点とその克服方法＞ 
本事業において各研究分担者から難治性かゆみの予防・治療法の開発に結び付く様々な分子や

細胞が同定されている。しかしながら、これらは多様であり、互いの関連性についての解析は必ずしも

進んではいない。今後は、定期会合において互いの研究成果の関連性についての検討を実施するな

どにより、研究者間の連携をより高めることで研究成果を統合し、予防・治療法の開発に向けて標的を

絞った研究を展開する。 

＜研究成果の副次的効果（実用化や特許の申請など研究成果の活用の見通しを含む。）＞ 
① 2014 年 8 月から東レ株式会社と共に、承認済み医薬品化合物ライブラリーからの強力な Sema3A

誘導剤の同定と難治性かゆみ治療への応用に向けて共同研究を開始（高森）。 

② 難治性皮膚潰瘍の新規治療薬として BLT2 作働薬に関する特許を出願中。2015 年 4 月から興和

株式会社と共に、難治性皮膚潰瘍治療薬の開発を目指した共同研究を開始（横溝）。 

③ ヒト化 CD26 抗体は 2014 年 9 月にフランスで施行していた悪性中皮腫をターゲットにした First in 
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Man 第１相臨床試験は終了し、安全性の確認、期待される効果を示唆する結果が得られた。

PMDA とも対面助言を受け、2016 年 8 月頃に本邦においても悪性中皮腫患者をターゲットにした

第 1 相臨床試験を施行予定（森本）。 

④ ヒト化CD26抗体適用患者選択としてのコンパニオン診断薬候補を開発し、現在ニチレイ株式会社

とそのコンパニオン診断薬のキット開発を交渉中（森本）。 

⑤ 日本農産（株）・富山大学医学部との機密保持契約を結んでの共同研究：抗 CTGF（Connective 

tissue growth factor）抗体の乾癬や関節リウマチでの有効性を研究中（関川）。 

＜今後の研究方針＞ 
前年度までの成果と中間評価を踏まえ、基礎研究の更なる展開と、臨床応用に向けた治療法及び 

予防法の開発研究を加速する。最終年度は、前年度までの本事業の成果を総括し、具体的な医療基

盤技術の開発・応用に向けた探索の継続と提言を行う。具体的には、脂質メディエーターを中心とした

難治性かゆみの標的分子とその受容体の更なる発見と、分子機構を解明することで、臨床応用を目指

した研究を展開する。 

＜今後期待される研究成果＞ 
本事業の遂行により、以下の成果が期待される。 

① 末梢及び中枢神経系を標的とした難治性かゆみの治療法開発 

② マスト細胞の脱顆粒を誘発する新規ペプチドの同定 

③ GPCRs を標的とした難治性かゆみ治療薬の開発 

④ AD 発症予防に向けた皮膚 pH 制御法の開発 

⑤ アレルギー性鼻炎に伴う難治性かゆみの解消 

⑥ 分子標的治療薬（EGFR 阻害剤）によって誘発されるかゆみの治療法開発 

⑦ CD26/DPP IV に着眼した難治性かゆみの制御機構の解明と治療への応用 

⑧ 脂質メディエーター・受容体システムを標的とする難治性かゆみ治療法の開発 

⑨ 皮膚機能恒常性の維持に関与するグルコース化脂質の同定と機能解明 

⑩ 帯状疱疹に伴う難治性かゆみの治療戦略の提言 

＜自己評価の実施結果及び対応状況＞ 

髙森研究代表の統括のもとで運営委員 8 名（櫻井、横溝、長岡、樋野、森本、関川、北村、岩渕）の

体制で研究の進捗状況を常に検討している。各研究者は年度ごとに研究の進捗と今後の計画を報告

し、運営会議において全体の進捗状況と問題点とその対応について討議し、事業計画の改善を図っ

ている。基礎研究では、難治性かゆみに関連する標的分子や細胞の候補を見出しており、既に動物

モデルを用いて臨床応用を目指した研究を開始した研究もある。また、極微量リピドミクス解析技術の

確立とともに、かゆみに関連する脂質メディエーターの探索研究も進展している。臨床研究では、本大

学医学部倫理委員会にて包括的倫理申請の承認を得たのち（順大医倫第 2013074 号）、研究を開始

した。当初は、臨床検体が順調には集まらない状況であったが、運営会議での協議に基づき浦安病

院皮膚科等の協力を要請するなどの対応を実施したことにより、臨床検体数が集まりつつある。平成

26 年度からは血液検体を使用した共同研究も開始され、治療標的分子の候補が見出されつつある。

また、胆汁鬱滞や乾癬のかゆみを呈する動物モデルを用いたかゆみに関する臨床応用に向けた研究

に着手している。 
＜外部（第三者）評価の実施結果及び対応状況＞ 

外部評価は五十嵐靖之（北海道大学）、出原賢治（佐賀大学）、塩田邦朗（東京大学）、丸山征郎

（鹿児島大学）、Sandro Sonnino （University of Milan）の 5 名に委嘱し、運営会議及びワークショップ

等において常に外部評価委員から評価を得ている。外部評価委員からの中間評価として、本事業が

順調に進んでおり、難治性かゆみの治療に繋がる標的分子等を見出すなど研究内容は非常に優れて

いるが、発見された分子等を統合した研究を発展させて臨床応用を目指すことが今後の課題であると

の講評を得ている（資料１）。それらの講評を運営会議において討議し、研究者間の連携をより高め、

臨床応用を視野に入れて標的を絞った研究を展開することとした。 
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１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。） 

（１） 知覚異常            （２） 生理活性脂質          （３） GPCR            

（４） 脳内認知            （５） 免疫応答            （６） 帯状疱疹          

（７） 環境要因            （８） 皮膚バリア        

 

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 
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281. 染谷明正, 坂本廣司, 長岡 功. グルコサミンは転写因子 Sp1 の O-N-アセチルグルコサミン修

飾を介して IL-8 の発現を抑制する. 日本未病システム学会雑誌. 2014; 20: 89-93. 査読有 

282. 長岡 功, 胡 忠双, 鈴木 香, 田村弘志. 抗菌ペプチドによる敗血症ショックの制御. 化学療法

の領域. 2014; 30: 615-23. 査読有 

田部陽子 

283. 田部陽子. 【赤血球造血と疾患をめぐる最近の進歩】 MDS の分子病態解析研究の進展. 血液

内科. 2014; 68: 609-15. 査読無 

284. 田部陽子, 小島研介. 【血液疾患の分子標的薬－進化する血液疾患治療研究の最新動向―】 

基礎研究 造血器腫瘍における p53-HDM2 系異常. 日本臨床. 2014; 72: 1042-6. 査読無 

卜部貴夫 

285. 卜部貴夫. アポトーシス．IV. 病態生理 １.虚血による神経障害の分子メカニズム．最新脳卒中

学 上巻―最新の診断と治療―. 日本臨床. 2014; 72: 101-5. 査読有 

柿木隆介 

286. 望月秀紀 , 柿木隆介 . 超の世界 痒いところと掻くと気持ちよくなる脳内メカニズム  (The 

Cerebral Mechanism of Pleasure induced by Scratching an Itch.). Journal of Society of 

Automotive Engineers of Japan. 2014; 68: 80-3. 査読有 

山口重樹 

287. 山口重樹, 池田知史, Taylor Donald R. 腰痛治療最前線―腰痛に対するオピオイド鎮痛薬の使

い方. Physician. 2014; 34: 305-13. 査読無 

288. 山口重樹, 秦 要人, 武村 優, 小澤継史. 【日常診療における疑問を解消鎮痛薬の使い分け】 

NSAIDs(臨床編). 月刊レジデント. 2014; 7: 59-66. 査読無 

289. 五月女俊也, 山口重樹, 沼田祐貴, 高薄敏史, Donald R Taylor. オピオイド鎮痛薬の薬物相互

作用 メサドンの薬物相互作用. ペインクリニック. 2014; 35: S445-S453. 査読無 
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290. 沼田祐貴, 山口重樹, 五月女俊也, 高薄敏史, Donald R. Taylor. オピオイド鎮痛薬の薬物相

互作用 オキシコドンの薬物相互作用. ペインクリニック. 2014; 35: S30-S437.査読無 

291. 山口重樹, 橋本智貴, 石川和由. メサドンの可能性と問題点. 臨床麻酔. 2104; 38: 1175-86. 

査読無 

292. 山口重樹, Donald R. Taylor. 【痛みのマネジメント update 基礎知識から緩和ケアまで】 術後痛

コントロール－術後痛コントロールの実際―脊椎外科の術後鎮痛. 日本医師会雑誌. 2014; 143: 

S300-S301. 査読無  

293. 山口重樹, Donald R. Taylor. 【痛みのマネジメント update 基礎知識から緩和ケアまで】 部位別に

みた一般臨床医にできる疼痛コントロール－全身の疼痛―複合性局所疼痛症候群. 日本医師

会雑誌. 2014; 143: S216-S217. 査読無 

294. 山口重樹, Donald R. Taylor. 【痛みのマネジメント update 基礎知識から緩和ケアまで】 痛みの治

療法―薬物療法―オピオイド(経口薬、貼付薬). 日本医師会雑誌. 2014; 143: S156-S157. 査

読無 
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髙森建二 
295. 髙森建二. 全身性皮膚瘙痒症. JIM．2013; 23: 132-4. 査読無 
296. 髙森建二. 透析のかゆみに対して抗ヒスタミン薬とナロキソン塩酸塩を併用することは可能か？ 

抗ヒスタミン薬～達人の処方箋 Rx～. 2013; 86-7. 査読無 
297. 髙森建二. STI とかゆみ. 日本性感染症学会誌. 2013; 24: 28-34. 査読無 
298. 髙森建二. 中高年のかゆみを招く乾燥肌は体の老化現象で肌の神経が過敏になり刺激に反応. 

健康 365. 2013; 7: 26-7. 査読無 
299. 髙森建二. 乾皮症になる前に. Slowage. 2013; 10: 56. 査読無 
300. 髙森建二，冨永光俊，加茂敦子. バリア機能破綻に起因するアトピー性皮膚炎の痒みのメカニ

ズムの解明－知覚神経と表皮ケラチノサイトの相互作用の観点から－．平成 24 年度厚生労働

科学研究費補助金 難治性疾患等克服研究事業（免疫アレルギー疾患等予防・治療研究事

業）研究報告書（免疫アレルギー疾患分野）第２分冊. 2013; 433-6. 査読無 
301. 髙森建二. 慢性痒疹の痒みのメカニズム. 株式会社中山書店. 皮膚科臨床アセット 18 紅斑と

痒疹 病態・治療の新たな展開. 2013; 189-97. 査読無 
302. 根木 治，冨永光俊，髙森建二. かゆみとスキンケア. Monthly Book Derma. 2013; 210: 23-30. 

査読無 
303. 冨永光俊，加茂敦子，髙森建二. 老人性乾皮症の痒み発生機序の解明と治療法開発. 加齢

皮膚医学セミナー. 2013; 8: 23-8. 査読有 
304. 髙森建二，冨永光俊. アトピー性皮膚炎のかゆみのメカニズムと新たなる治療戦略. 臨床免疫・

アレルギー科. 2013; 59: 191-7. 査読無 
305. 冨永光俊，髙森建二. バリア機能と痒み. アレルギーの臨床. 2013; 33: 39-43. 査読無 
長岡 功 

306. 五十嵐庸, 澤田陽子, 井口佳則, 杉山 洋, 北川 泰, 長岡 功. 筋骨草の関節炎症に対する

抗炎症効果の検討. 日本未病システム学会誌. 2013; 19: 112-5. 査読有 

307. 長岡 功, 伊藤裕之, 粂 晃智, 山口英世. グルコサミン含有乳飲料の変形性膝関節患者の症
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状と軟骨代謝マーカーに対する効果. 細胞. 2013; 45: 351-5. 査読有 

308. 長岡 功, 渡邉景太, 朝長昭仁, 山本哲郎, 山口英世. 変形性膝関節症における関節痛と軟

骨代謝マーカーに及ぼすグルコサミン含有乳飲料の効果. 日本未病システム学会雑誌. 2013; 

19: 84-8. 査読有 

309. 染谷明正, 坂本廣司, 長岡 功. グルコサミンによる滑膜炎症の分子制御メカニズム. 日本未病

システム学会雑誌. 2013; 19: 111-5. 査読有 

310. 長岡 功. グルコサミンと変形性膝関節症. 順天堂醫事雑誌. 2013; 59: 152-62. 査読有 

311. 長岡 功. 低分子化ヒアルロン酸含有食品の変形性膝関節症患者における症状および軟骨代

謝マーカーに対する効果. Medical Science Digest. 2013; 39: 40-4. 査読有 

横溝岳彦 

312. 奥野利明, 劉 珉, 佐伯和子, 松延武彦, 横溝岳彦. 皮膚創傷治癒における新規脂質メディエ

ーター・12-HHT の役割. 順天堂醫事雑誌. 2013; 59: 528-9. 査読有 

313. 横溝岳彦. 脂質マシナリー. 感染 炎症 免疫. 2013; 43: 44-54. 査読無 

314. 横溝岳彦. エイコサノイド：臨床検査項目としての可能性. 臨床化学. 2013; 42: 221-8. 査読無 

315. 横溝岳彦. ロイコトリエン受容体. メディカル ドゥ社 (大阪). 2013; 193-8. 査読無 

316. 横溝岳彦. 脂質由来メディエーターの種類・構造と生体での役割. 内分泌・糖尿病・代謝内科. 

2013; 36: 540-7. 査読無 

田部陽子 

317. 射場敏明 , 村井美和 , 長岡  功 , 田部陽子 . 敗血症における neutrophil extracellular 

traps(NETs), damage-associated molecular patterns(DAMPs), そして細胞死. 日本救急医学会

雑誌. 2013; 24: 827-36. 査読無 

池田勝久 

318. 池田勝久. 慢性鼻副鼻腔炎・鼻茸の病態と治療. 耳鼻咽喉科. 2013; 106: 573-80. 査読無 

319. 池田勝久. 【unified airway からみた鼻副鼻腔病変】気道疾患と鼻副鼻腔病変･鼻副鼻腔炎と気

管支喘息. JOHNS. 2013; 29: 845-49. 査読有 

柿木隆介 

320. 柿木隆介. 痛みと痒みの脳内認知機構. HUMAN SCIENCE. 2013; 24: 18-21, 査読有 

山口重樹 

321. 山口重樹，藤井宏一，Donald R.Taylor. レストレスレッグス症候群とガバペンチン. 臨床麻酔. 

2013; 37: S829-S304. 査読無  

322. 高薄敏史，濱口眞輔，山口重樹. 麻酔関連薬による脊髄サブスタンスＰ放出制御. 臨床麻酔. 

2013; 37: 615-23. 査読無 

323. 池田知史，濱口眞輔，山口重樹. 痛み治療薬としての抗うつ薬の使い方. ペインクリニック. 

2013; 34: 185-94. 査読無 

324. 山口重樹，濱口眞輔，藤井宏一，石川和由. 大学病院におけるペインクリニック診療の課題と展

望－麻酔管理とペインクリニック診療を両立する獨協医科大学病院麻酔科・ペインクリニック科
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の試み－. ペインクリニック. 2013; 34: 745-52. 査読無 

325. 藤井宏一，山口重樹，松澤理恵，藤岡照久，矢﨑美和，濱口眞輔. 本邦におけるメサドンの流

通管理体制. ペインクリニック. 2013; 34: 1521-30. 査読無 

326. 山口重樹，Donald R. Taylor. 慢性疾患における薬剤アドヒアランスを向上させる工夫―慢性疼

痛. Progress in Medicine. 2013; 33: 1311-6. 査読無 

327. 山口重樹. オピオイドの臨床：なぜオピオイドが必要なのか？なぜオピオイドが危ないのか？ 薬

局. 2013; 64: 2012-8. 査読無 

328. 山口重樹，藤井宏一. 帯状疱疹関連痛の薬物療法と留意点. 日本医事新報. 2013; 4672: 

32-8. 査読無 

329. 藤井宏一，山口重樹. 肝硬変患者の肝切除術の麻酔管理＝肝血流量と麻酔震度を天秤にか

ける手探りの麻酔管理は卒業！. LiSA. 2013; 20: 1126-31. 査読無 

330. 山口重樹. 帯状疱疹の疼痛対策：麻酔科医の立場から. デルマ. 2013; 212: 43-50. 査読無 
＜図書＞ 
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1. Tominaga M, Takamori K. Atopic dermatitis. Pruritus, Second Edition, edited by Laurent Misery 

and Sonja Ständer. Springer Science+Business Media. 2016; in press. 
2. Kamata Y, Tominaga M, Takamori K. Itch in Atopic Dermatitis Management. Itch-Management 

in Clinical Practice. 2016; in press. 
横溝岳彦 
3. Narumiya S, Yokomizo T, Aoki J. Lipid mediators in inflammation. Inflammation Book. 2016; in 

press. 
2015 
横溝岳彦 
4. Koga T, Yokomizo T. Leukotriene B4 Receptors. Bioactive Lipid Mediator: Current Reviews 

and Protocols. Springer. 2015; in press. 
5. Okuno T, Yokomizo T. Basic techniques for lipid extraction from tissues and cells. Bioactive 

Lipid Mediators: Current Reviews and Protocols. Springer. 2015; in press. 
6. Murakami M, Yokomizo T, editors. Bioactive Lipid Mediators: Current Reviews and Protocols. 

Springer. 2015; in press.  
7. Koga T, Yokomizo T. Leukotriene B4 Receptors. Bioactive Lipid Mediators: Current Reviews 

and Protocols. Springer. 2015; 85-93. 
8. Okuno T, Yokomizo T. Basic techniques for lipid extraction from tissues and cells. Bioactive 

Lipid Mediators: Current Reviews and Protocols. Springer. 2015; 331-6. 
9. Sasaki F, Yokomizo T. A novel anti-FLAG monoclonal antibody useful for GPCR study. 

Bioactive Lipid Mediators: Current Reviews and Protocols. Springer. 2015; 409-17. 
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髙森建二 
10. Tominaga M, Takamori K. Sensitization of Itch Signaling. Itch Sensitization—Nerve Growth 
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Factor, Semaphorins. Carstens E, Akiyama T, editors. Itch: Mechanisms and Treatment. Boca 
Raton (FL). CRC Press. 2014; Chapter 17: 293-303. 

 
岩渕先生 
11. Nakayama H, Iwabuchi K. Glycosphingolipid-Receptor Interactions in the Innate Immune 

Responses. Glycoscience. Biology and Medicine. 2014; 7: 699-705. 
2013 
森本幾夫 
12. Ohnuma K, Morimoto C. Atlas Genet Cytogenet Oncol Haematol. DPP4 

(dipeptidy1-peptidase4). 2013; 17: 301-12. 
 
【和文図書】 
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髙森建二 
13. 鎌田弥生, 髙森建二. 抗ヒスタミン薬. 膠原病・リウマチ・アレルギー研修ノート. 診断と治療社. 

2016; in press. 
2015 
横溝岳彦 
14. 村上 誠, 横溝岳彦. 脂質疾患学. 羊土社. 2015. 
15. 古賀友紹, 横溝岳彦. ロイコトリエン. 疾患モデルの作製と利用. 2015; 187-96. 
16. 横溝岳彦. 脂質メディエーター 概論. サイトカイン・増殖因子キーワード事典. 羊土社. 2015; 

326-30.  
17. 横溝岳彦. ロイコトリエン. サイトカイン・増殖因子キーワード事典. 羊土社. 2015; 333-4.  
18. 石浦章一, 板部洋之, 高木正道, 中谷一秦, 水島昇, 横溝岳彦. カラー生化学第 4 版. 西村

書店. 2015; 1193 
長岡 功 
19. 鈴木 香, 長岡 功. Cathelicidin ファミリーの抗菌ペプチド LL-37 によるエンドトキシン除去作用. 

エンドトキシン・自然免疫研究 18 -自然免疫における生体防御ペプチドの多様性. 長岡 功, 谷 

徹, 横地高志 編集. 医学図書出版. 東京. 2015; 1-6. 

20. 胡 忠双, 村上泰介, 鈴木 香, 田村弘志, 長岡 功. ピロトーシスに対する抗菌ペプチド LL-37

の作用. エンドトキシン・自然免疫研究 18 –自然免疫における生体防御ペプチドの多様性. 長岡 

功, 谷 徹, 横地高志 編集. 医学図書出版. 東京. 2015; 86-8.  

21. 多田浩之, 松下健二, 松山考司, 長岡 功, 高田春比古. Porphyromonas gingivalis ジンジパイ

ンによるヒト歯肉上皮細胞の IL-33 誘導を介した CAP18/LL-37 ダウンレギュレーション機構. エン

ドトキシン・自然免疫研究 18 –自然免疫における生体防御ペプチドの多様性. 長岡 功, 谷 徹, 

横地高志 編集. 医学図書出版. 東京. 2015; 93-7. 

22. 長岡 功, 坂本廣司, 山本哲郎. 軟骨代謝マーカーを用いたグルコサミンの評価―機能性表示

食品を目指して. グルコサミン研究 11 −グルコサミン研究: 10 年間の軌跡と新たなる時代への挑

戦. 橋本三四郎, 奥村正裕, 岡本芳晴, 中村 洋, 野村義宏, 福井尚志, 和田政裕, 長岡 功 

編集. エイド出版. 東京. 2015; 10-9.  
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23. 五十嵐 庸，鈴木 香，坂本廣司，長岡 功. グルコサミンは軟骨細胞においてⅡ型コラーゲン遺

伝子の発現を亢進する. グルコサミン研究 11 −グルコサミン研究: 10 年間の軌跡と新たなる時代

への挑戦. 橋本三四郎, 奥村正裕, 岡本芳晴, 中村 洋, 野村義宏, 福井尚志, 和田政裕, 

長岡 功 編集. エイド出版. 東京. 2015; 20-2.  

24. 染谷明正, 坂本廣司, 長岡 功. グルコサミンは糖化修飾作用を介して転写因子 Sp1 の細胞内

局在を調節する. グルコサミン研究 11 −グルコサミン研究: 10 年間の軌跡と新たなる時代への挑

戦. 橋本三四郎, 奥村正裕, 岡本芳晴, 中村 洋, 野村義宏, 福井尚志, 和田政裕, 長岡 功 

編集. エイド出版. 東京. 2015; 23-7.  

25. 斉木彩乃, 信夫 正, 澤田陽子, 五十嵐庸, 長岡 功. 滑膜細胞の炎症応答に対するグルコサ

ミンとリンゴポリフェノールの効果. グルコサミン研究 11 −グルコサミン研究：10 年間の軌跡と新た

なる時代への挑戦. 橋本三四郎, 奥村正裕, 岡本芳晴, 中村 洋, 野村義宏, 福井尚志, 和

田政裕, 長岡 功 編集. エイド出版. 東京. 2015; 46-50. 

26. 鶴田曉史, 長岡 功. 女性アスリートにおける軟骨代謝とゼリードリンク型機能性食品の効果. グ

ルコサミン研究 11 −グルコサミン研究：10 年間の軌跡と新たなる時代への挑戦. 橋本三四郎, 

奥村正裕, 岡本芳晴, 中村 洋, 野村義宏, 福井尚志, 和田政裕, 長岡 功 編集. エイド出

版. 東京. 2015; 55-7.  

田部陽子 

27. 田部陽子. 白血球減少. 考える臨床検査. 松尾収二 編集. 文光堂. 2015 

稲田英一 
28. 稲田英一. 麻酔への知的アプローチ. 日本医事新報社. 2015; 691. 
29. 稲田英一. 鎮痛・解熱薬. メディカルビュー社. 矢崎義雄編. 2015; 1-10. 
卜部貴夫 
30. 卜部貴夫. 脳血管障害．MR テキスト II 疾病と治療 2012 臨床 2015 年度改定．浦部晶夫，

越前宏俊，下澤達雄，鄭 東孝，平山陽示，古谷伸之，松村譲兒編. 公益財団法人 MR 認定

センター教育研修委員会監修. 南山堂. 東京. 2015; 13-20. 
31. 卜部貴夫. ラクナ梗塞．神経内科研修ノート．永井良三シリーズ総監修，鈴木則宏責任編集. 

荒木信夫，神田 隆，吉良潤一，塩川芳昭，西野一三，水澤英洋編. 診断と治療社，東京. 
2015; 213-8． 

山口重樹 
32. 山口重樹. Managing Cancer Breakthrough pain. Donald R Taylor 編集. がん突出痛のマネジメ

ント. メディカルレビュー社. 2015; 1-97.  

33. 山口重樹, Donald R Taylor. 麻酔科学レビュー2015. オピオイド～非がん性の慢性痛に対する

オピオイド処方の最新の考え方. 天羽敬祐編集. 2015; 77-83. 総合医学社. 
34. 山口重樹, Donald R Taylor. 慢性疼痛治療現場で役立つオピオイド鎮痛薬の必須知識. 乱用と

依存. 医療ジャーナル社. 細川豊史編集. 2015. 
35. 山口重樹, Donald R Taylor. 慢性疼痛治療現場で役立つオピオイド鎮痛薬の必須知識. オピオ

イド鎮痛薬を用いた慢性疼痛治療の近未来への課題と対策. 細川豊史編集. 医療ジャーナル

社. 2015 
2014 
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長岡 功 
36. 胡 忠双, 村上泰介, 鈴木 香, 田村弘志, 長岡 功. 抗菌ペプチド LL-37 によるマクロファージ

系細胞のピロトーシスの制御. エンドトキシン・自然免疫研究 17 −エンドトキシン・自然免疫の展

開：新しい機序、診断、応用. 谷 徹, 横地高志 編集. 医学図書出版. 2014; 73-5.  
37. 五十嵐庸, 鈴木 香, 坂本廣司, 長岡 功. グルコサミンおよび N-アセチルグルコサミンは軟骨

細胞においてサーチュイン1 の遺伝子発現を亢進する. グルコサミン研究 10 −グルコサミンをめぐ

る科学的証拠と研究の展開．奥村正裕, 岡本芳晴, 中村 洋, 野村義宏, 和田政裕, 長岡 

功 編集. エイド出版. 2014; 27-30.  
田部陽子 
38. 田部陽子. 貧血の診断プロセスと病態．ベックマンコールター1. 東京. 2014 
山口重樹 
39. 山口重樹. 症例で身につくがん疼痛治療薬〜効果判定から薬の増減、次の一手まで、患者にあ

った処方がわかる. 山口重樹，下山直人編集. 羊土社. 2014  
2013 
横溝岳彦 
40. 横溝岳彦 . 最新生理活性脂質研究－実験手法、基礎的知識とその応用－」遺伝子医学

MOOK 24 号. 横溝岳彦編集. メディカル ドゥ社. 2013.  
41. 横溝岳彦. エイコサノイドの代謝. 人体の構造と機能及び疾病の成り立ち 改訂第 2 版. 南江堂. 

2013；157-60. 
長岡 功 
42. 長岡 功, 五十嵐庸. グルコサミンの関節に及ぼす効果と機能性食品開発. アンチ･エイジングシ

リーズ 3 骨研究最前線～代謝・疾患のメカニズムから再生医療・創薬・リハビリ機器・機能性食品

開発まで～. 株式会社エヌ・ティー・エス. 2013; 393-401.  
43. 百村 励, 内藤聖人, 五十嵐庸, 渡 泰士, 寺門厚彦, 大池新次, 岩瀬秀明, 坂本廣司, 板垣 

愛, 長岡 功, 金子和夫. 競輪選手の骨・軟骨代謝に及ぼすグルコサミンの効果. グルコサミン

研究 9 ―より多くの人達の関心を得るために．菅原 忍, 岡本芳晴, 奥村正裕, 中村 洋, 野村

義宏, 和田政裕, 長岡 功 編集. エイド出版. 2013; 17-20. 
44. 五十嵐庸, 鈴木 香, 坂本廣司, 長岡 功. サーチュイン 1 は軟骨細胞におけるグルコサミンの

標的遺伝子である. グルコサミン研究 9 ―より多くの人達の関心を得るために．菅原 忍, 岡本

芳晴, 奥村正裕, 中村 洋, 野村義宏, 和田政裕, 長岡 功 編集. エイド出版. 2013; 21-4. 
45. 長岡 功, 朝長昭仁, 渡邉景太, 深川光彦. 麻杏薏甘湯加防已（痛散湯）の膝関節痛と慢性

筋肉痛に対する改善効果. グルコサミン研究 9 －より多くの人達の関心を得るために．菅原 忍, 
岡本芳晴, 奥村正裕, 中村 洋, 野村義宏, 和田政裕, 長岡 功 編集. エイド出版. 2013; 
31-9.  

46. 長岡 功, 鈴木朝日, 黒川美保子, 朝長昭仁, 深川光彦, 渡邉景太, 山本哲郎. コラーゲンペ

プチド含有食品の膝関節痛と各種バイオマーカーに対する効果. グルコサミン研究 9 ―より多く

の人達の関心を得るために．菅原 忍, 岡本芳晴, 奥村正裕, 中村 洋, 野村義宏, 和田政裕, 
長岡 功 編集. エイド出版. 2013; 40-7.  

47. 染谷明正, 坂本廣司, 長岡 功. グルコサミンによる転写因子 Sp1 の O-N-アセチルグルコサミン

修飾. グルコサミン研究 9 ―より多くの人達の関心を得るために．菅原 忍, 岡本芳晴, 奥村正

裕, 中村 洋, 野村義宏, 和田政裕, 長岡 功 編集. エイド出版. 2013; 48-52.  
48. 長岡 功. 骨、関節の健康. 機能性食品素材のためのヒト評価. 山本哲郎監修. シーエムシー
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文光堂. 2013; 152-3. 
51. 山口重樹，Donald R.Taylor. 拮抗性鎮痛薬 5）トラマドール. 痛みの薬物治療. 山本達郎編集.

文光堂. 2013; 161-4. 
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編集. 文光堂. 2013; 155-160. 
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編集. 文光堂. 2013; 161-6. 
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＜学会発表＞ 

【国際学会】 
2016 
髙森建二 
1. Takamori K. Itching in atopic dermatitis: what’s new. American Academy of Dermatology (AAD) 

47th Annual Meeting, 2016 （3 月・アメリカ） 
横溝岳彦 
2. Ishii Y, Liu M, Saeki K, Kabashima K, Yokomizo T. Roles of leukotriene B4 receptor type 2 in 

skin barrier function and wound healing. Keystone Symposium, Immunity in Skin Development, 
Homeostasis and Disease, 2016 (2月・アメリカ) 

平林義雄 
3. Hirabayashi Y. Critical Roles of Lipid Modification with Glucose in Life: Unexpected Synthesis 

of Novel Glycolipids in the ER Membrane. The 14th Gordon Research Conference on Glycolipid 
and Sphingolipid Biology, 2016 （3月・イタリア） 

2015 
髙森建二 
4. Takamori K, Tominaga M, Kamo A, Kamata Y. The Kuraishi Lecture: A message from nerve 

fibers-Involvement of nerve fibers in intractable itch in atopic dermatitis. 8th World Congress on 
Itch, 2015（9 月・奈良） 

5. Takamori K, Kamo A, Utako K, Kamata Y, Tominaga M. New therapeutic tool for itch-usefulness 
of excimer lamp in the treatment of intractable itch in atopic dermatitis. 8th World Congress on 
Itch, 2015（9 月・奈良） 

6. Tominaga M, Ko KC, Kamata Y, Umehara Y, Matsuda H, Takahashi N, Kina K, Ogawa M, Ogawa 
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H, Takamori K. Pleiotropic action of cyclosporine on pruritus of atopic dermatitis. 8th World 
Congress on Itch, 2015（9 月・奈良） 

7. Kamata Y, Kimura U, Matsuda H, Tengara S, Tominaga M, Ogawa H, Takamori K. Correlation of 
plasma granzyme B levels with pruritus of atopic dermatitis. 8th World Congress on Itch, 2015（9
月・奈良） 

8. Umehara Y, Kamata Y, Tominaga M, Niyonsaba F, Ogawa H, Takamori K. The effects of 
cathelicidin LL-37 on semaphorin 3A expression in normal human epidermal keratinocytes. 8th 
World Congress on Itch, 2015（9 月・奈良） 

9. Torigoe K, Tominaga M, Takamori K. Intrathecal minocycline attenuates itch in atopic dermatitis 
mouse model. 8th World Congress on Itch, 2015（9 月・奈良） 

10. Takamori K, Ko KC, Tominaga M. Antipruritic mechanisms of cyclosporine A in atopic dermatitis. 
16th congress The European Society for Dermatology and Psychiatry, 2015（6 月・ロシア） 

11. Takamori K, Tominaga M. Epidermal nerve fibers in atopic dermatitis-updates. 23rd World 
Congress of Dermatology, 2015（6 月・カナダ） 

12. Umehara Y, Kamata Y, Tominaga M, Niyonsaba F, Ogawa H, Takamori K. The antimicrobial 
peptide cathelicidin LL-37 induces semaphorin 3A production in normal human epidermal 
keratinocytes. 2015 SOCIETY FOR INVESTIGATIVE DERMATOLOGY (SID), 2015（5 月・アメ

リカ） 
13. Kamata Y, Sakaguchi A, Umehara Y, Tominaga M, Ogawa H, Takamori K. Effects of 

H1-antihistamines on expression of axon guidance molecules in normal human epidermal 
keratinocytes. 2015 SOCIETY FOR INVESTIGATIVE DERMATOLOGY (SID), 2015（5 月・アメ

リカ） 
横溝岳彦 
14. Liu M, Saeki K, Okuno T, Koga T, Yokomizo T. Crucial role of the 12-HHT receptor BLT2 in 

epidermal wound healing. 14th International Conference on Bioactive Lipids in Cancer, 
Inflammation and Related Diseases, 2015（7 月・ハンガリー） 

15. Shigematsu M, Koga T, Saeki K, Okuno T, Hoka S, Yokomizo T. BLT2 protects against mouse 
acute lung injury caused by a pneumococcal toxin pneumolysin. 14th International Conference on 
Bioactive Lipids in Cancer, Inflammation and Related Diseases, 2015（7 月・ハンガリー） 

16. Plenary Lecture, Yokomizo T. Distinct roles of two leukotriene B4 receptors. 14th International 
Conference on Bioactive Lipids in Cancer, Inflammation and Related Diseases, 2015（7 月・ハンガ

リー） 
17. Iwamoto S, Koga T, Liu M, Matsuda A, Yokomizo T, Murakami A. 12-HHT accelerates corneal 

wound healing through leukotriene B4 receptor 2 (BLT2). Association for Research in Vision and 
Ophthalmology 2015, 2015（5 月・アメリカ） 

18. Koga T, Sasaki F, Saeki K, Ichiki T, Okuno T, Yokomizo T. Distinct roles of BLT1hi DCs and 
BLT1lo DCs in activating T cells. Keystone Symposium, 2015（3 月・カナダ） 

19. Sasaki F, Koga T, Saeki K, Okuno T, Yokomizo T. Leukotriene B4 receptor 1 signaling promotes 
neovascular age-related macular degeneration. Keystone Symposium, 2015（3 月・カナダ） 

20. Ichiki T, Koga T, Okuno T, Saeki K, Yamamoto Y, Sakaguchi M, Yokomizo T. Functional 
Interplay between the Leukotriene B4 receptor BLT1 and RAGE. 6th International Conference on 
Phospholipase A2 and Lipid Mediators, 2015（2 月・東京） 
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21. Ishii Y, Saeki K, Min L, Okuno T, Yokomizo T. Leukotriene B4 receptor BLT2 enhances the 

formation of epithelial barrier by increasing claudin-4 expression. 6th International Conference on 
Phospholipase A2 and Lipid Mediators, 2015（2 月・東京） 

22. Iwamoro S, Liu M, Matsuda A, Murakami A, Yokomizo T. 12-HHT accelerates corneal wound 
healing through leukotriene B4 receptor 2 (BLT2). 6th International Conference on Phospholipase 
A2 and Lipid Mediators, 2015（2 月・東京） 

23. Koga T, Sasaki F, Saeki K, Ichiki T, Okuno T, Yokomizo T. BLT1 defines dendritic cell subsets 
with different characteristics in differentiation and proliferation of T cells. 6th International 
Conference on Phospholipase A2 and Lipid Mediators, 2015（2 月・東京） 

24. Okuno T, Ishitani T, Yokomizo T. Identification and charactarization of zebrafish BLT1 and BLT2. 
6th International Conference on Phospholipase A2 and Lipid Mediators, 2015（2 月・東京） 

25. Saeki K, Min L, Matsunobu T, Okuno T, Koga T, Nakamizo S, Kabashima K, Yokomizo T. 
12-HHT promotes epidermal wound healing by accelerating keratinocyte migration via the BLT2 
receptor. 6th International Conference on Phospholipase A2 and Lipid Mediators, 2015（2 月・東

京） 
26. Sasaki F, Koga T, Saeki K, Okuno T, Yokomizo T. M2 macrophages promote neovascular 

age-related macular degeneration thorugh the activation of the leukotriene B4 receptor 1 signaling. 
6th International Conference on Phospholipase A2 and Lipid Mediators, 2015（2 月・東京） 

27. Shigematsu M, Koga T, Okuno T, Saeki K, Hoka S, Yokomizo T. BLT2 protects against mouse 
acute lung injury induced by pneumococcal toxin pneumolysin. 6th International Conference on 
Phospholipase A2 and Lipid Mediators, 2015（2 月・東京） 

28. Takahashi N, Okuno T, Ooba M, Makino S, Takeda S, Yokomizo T. Multiplexed quantitative 
analysis of eicosanoids in pregnant women. 6th International Conference on Phospholipase A2 and 
Lipid Mediators, 2015（2 月・東京） 

29. Yokomizo T. Distinct roles of two leukotriene B4 receptors. 6th International Conference on 
Phospholipase A2 and Lipid Mediators, 2015（2 月・東京） 

30. Yokomizo T. BLT1 and BLT2, receptors for bioactive lipid mediators. Topics in regenerative 
biology, 2015（1 月・チリ） 

長岡 功 
31. Suzuki K, Murakami T, Moribayashi T, Nagaoka I. A novel mechanism for the human host defense 

peptide LL-37-Induced mast cell degranulation. 48th Annual Meeting of the Society for Leukocyte 
Biology -Immunity in Health and Disease, Abstract book 17. 2015（9月・アメリカ） 

32. Murakami T, Hu Z, Suzuki K, Tamura H, Nagaoka I. Mechanism for the 
lipopolysaccharide-induced release of high mobility group nucleosome-binding domain-1 from 
murine macrophage like RAW264.7. 48th Annual Meeting of the Society for Leukocyte Biology 
-Immunity in Health and Disease, Abstract book 85. 2015（9月・アメリカ） 

33. Hu Z, Suzuki K, Tamura H, Nagaoka I. NETs (neutrophil extracellular traps) induce 
IL-1β production by macrophages in the presence of lipopolysaccharide. 48th Annual Meeting of 
the Society for Leukocyte Biology -Immunity in Health and Disease, Abstract book 115. 2015（9
月・アメリカ） 

森本幾夫 
34. Nishida H, Morimoto C, Sakamoto M, Yamada T. CD26 Is a Novel Target of Treatment for Tumor 
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Progression and Its Related Bone Disease in Multiple Myeloma. The 57th ASH Annual Meeting 
and Exposition, 2015（12 月・アメリカ） 

35. Fujimoto N, Ohnuma K, Aoe K, Hosono O, Yamada T, Kishimoto T, Morimoto C. Clinical 
significance of soluble CD26 in malignant pleural mesothelioma. 16th World Conference of Lung 
Cancer, 2015（9 月・アメリカ） 

36. Angevin E, Isambert N, Trillet-Lenoir VN, You B, Alexandre J, Zalcman G, Viehl P, Farace F, 
Valleix F, Podoll T, Kuramochi Y, Miyashita I, Hosono O, Dang NH, Ohnuma K, Yamada T, 
Kaneko Y, Morimoto C. First-n-uman Phase I administration of YS110, a humanized monoclonal 
antibody directed against the CD26 immunostimulatory molecule in advanced cancer patients. 
2015 American Society of Clinical Oncology (ASCO), 2015（5 月・アメリカ） 

岩渕和久 
37. Iwabuchi K, Nakayama H. Role of Lactosylceramide-enriched lipid rafts in innate immune 

response of human phagocytes. 12th InternationConference on Innate Immunity, 2015（6 月・ギリシ

ャ） 
池田勝久 
38. Ikeda K. Effects pf cytokine and chemokine release from the cultured fibroblasts and epithelial 

cells derived from the nasal polyps of eosinophilic chronicrhinosinusitis. 17th Asia Research 
Symposium in Rhinology, 2015（4 月・中国）  

39. Ikeda K. Postoperative management of eosinophilic chronic rhinosinusitis with nasal polyps. 2015 
Korean Society of Otorhinolaryngology-Head and Neck Surgery, 2015（4 月・韓国） 

40. Ikeda K. Control of exacerbated fashions of eosinophil-dominant chronic rhinosinusitis with nasal 
polyps after endoscopic sinus surgery. 13th Asia-Oceania ORL-HNS Congress, 2015（3 月・台湾） 

2014 
髙森建二 
41. Akiyama T, Tominaga M, Davoodi A, Nagamine M, Takamori K, Carstens MI, Carstens E. Spinal 

antinociceptive effect of gastrin releasing peptide (GRP) via GABAergic inhibitory interneurons 
expressing the GRP receptor (GRPR). Neuroscience 2014, 2014（11 月・アメリカ） 

42. Takamori K. Recent topics of itch in atopic dermatitis. Baltic Association of 
Dermatovenerologists, 2014（5 月・ラトビア） 

43. Kamata Y, Tominaga M, Umehara Y, Takamori K. The retinoid-related orphan receptor RORalpha 
promote semaphorin 3A expression in human keratinocytes. 2014 SOCIETY FOR 
INVESTIGATIVE DERMATOLOGY (SID), 2014（5 月・アメリカ） 

横溝岳彦 
44. Yokomizo T. Lipid mediators in health and disease - a tribune to Bengt Samuelsson. Receptor for 

leukotriene B4, 2014（8 月・スウェーデン） 
45. Okuno T, Matsunobu T, Yokomizo T. Biosynthetic pathway of 12-hydroxyheptadecatrienoic acid 

revealed by LC-MS/MS system. 62nd ASMS Conference, 2014（6 月・アメリカ） 
46. Iwamoto S, Koga T, Liu M, Ohba M, Okuno T, Matsuda A, Yokomizo T, Murakami A. The 

relationships between corneal wound healing and leukotriene B4 receptor 2 (BLT2) in Balb/c 
mice. Association for Research in Vision and Ophthalmology, 2014（5 月・アメリカ） 

47. Ichiki T, Sasaki F, Yokomizo T. Highly efficient immunoprecipitation using high-affinity FLAG 
antibody and magnetic beads. Keystone Symposium, 2014（3 月・アメリカ） 
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長岡 功 
48. Suzuki K, Hu Z, Tamura H, Nagaoka I. Human host defense peptide LL-37 enhances the LPS 

uptake by endothelial cells without cell activation: a possible role in the LPS clearance. Joint 
Meeting of the Society for Leukocyte Biology and the International Endotoxin and Innate 
Immunity Society, Abstract book S25. 2014（10 月・アメリカ） 

49. Hu Z, Murakami T, Suzuki K, Tamura H, Nagaoka I. Antimicrobial peptide LL-37 inhibits 
pyroptosis of macrophages and protects sepsis in a murine model. Joint Meeting of the Society for 
Leukocyte Biology and the International Endotoxin and Innate Immunity Society, Abstract book 
S57. 2014（10 月・アメリカ） 

50. Ochiai T, Nishimura K, Watanabe T, Nakatani A, Yoshino K, Sato T, Kishine K, Murakami H, 
Myoujin M, Nagaoka I. Individualized chemotherapy for advanced colorectal cancer (CRC) based 
on collagen gel droplet-embeded drug sensitivity test (CD-DST) in clinical setting. 22nd United 
European Gastroenterology Week, Final Program 286, P1538. 2014（10 月・オーストリア） 

51. Hu Z, Murakami T, Suzuki K, Tamura H, Nagaoka I. The effects of antimicrobial peptide LL-37 
on the pyroptosis of macrophages and a polymicrobial sepsis model. The 12th Japan-Korea 
International Symposium on Microbiology 2014, Program & Abstracts 58. 2014（3 月・東京） 

52. Suzuki K, Tamura H, Nagaoka I. Human antimicrobial peptide LL-37 enhances the LPS uptake 
without cell activation in endothelial cells. The 12th Japan-Korea International Symposium on 
Microbiology 2014, Program & Abstracts 59, 2014（3 月・東京） 

53. Murakami T, Tamura H, Nagaoka I. Characterization of release mechanism of HMGN1, an 
alarmin, from LPS-stimulated RAW264.7 cells. The 12th Japan-Korea International Symposium 
on Microbiology 2014, Program & Abstracts 64. 2014（3 月・東京） 

54. Hosoda H, Tamura H, Nagaoka I. Regulation of TREM-1 gene expression in LPS-stimulated 
human monocytes/macrophages. The 12th Japan-Korea International Symposium on Microbiology 
2014, Program& Abstracts 65. 2014（3 月・東京） 

岩渕和久 
55. Nakayama H, Iwabuchi K. Lactosylceramide mediates innate immune responses depending on 

PAMPs in human neutrophils. Joint Meeting of the Society for Glycobiology (SFG) and the 
Japanese Society of Carbohydrate Research, 2014（11 月・アメリカ）  

56. Iwabuchi K, Nakayama H, Chiricozzi E, Prinetti A, Mauri L, Sonnino S. Lactosylceramide is a key 
player in infection and immunity. 2nd International workshop on molecular medicine of 
sphingolipids, 2014（10 月・ドイツ） 

57. Iwabuchi K. Lactosylceramide is a possible target for prevention of infectious disease. 2nd 
Microbiology & infectious Diseases Asia Congress, 2014（6 月・シンガポール） 

田部陽子 
58. Tabe Y, Harada M, Miyamae Y, Matsushita H, Kojima K, Fujimura T, Kazuno S, Ueno T, Miida T, 

Marina Konopleva, Michael Andreeff. The mTOR kinase inhibitor AZD-2014 effectively reverses 
XPO1/CRM1 antagonist KPT-185–induced glycolysis/gluconeogenesis, enhancing antitumor 
effects in mantle cell lymphoma. 56th American Society of Hematology, 2014（12 月・アメリカ） 

59. Tabe Y, Harada M, Miyamae Y, Fujimura T, Kazuno S, Ueno T, Miida T, Michael Andreeff, 
Marina Konopleva. Metabolic re-programming in Notch-activated T-ALL by mTOR inhibitor 
AZD2014 combined with L-Asparaginase. 56th American Society of Hematology, 2014（12 月・ア
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メリカ）  

60. Tabe Y, Hatanaka Y, Peter Ruvolo, Miida T, Steve Kornblau, Michael Andreeff, Marina 
Konopleva. Pro-survival effects of TGF-β1 are associated with molecular signaling changes of 
ERK, FLI-1, and CD44 in AML cells. 56th American Society of Hematology, 2014（12 月・アメリ

カ） 
61. Tabe Y, Harada M, Miyamae Y, Mogushi K, Kazuno S, Fujimura T, Matsushita H, Ueno T, 

Yokomizo T, Miida T, Ismael Samudio, Michael Andreeff, Marina Konopleva. Bone marrow 
adipocyte-derived free fatty acids induce gene signature linking transcription with metabolic 
changes that contribute to survival of acute monocytic leukemia cells. 56th American Society of 
Hematolog, 2014（12 月・アメリカ）  

62. Tabe Y, Harada M, Miyamae Y, Kazuno S, Fujimura T, Ueno T, Miida T, Marina Konopleva, 
Michael Andreeff. Selective inhibitor of nuclear export selinexor (KPT-330) and BCL2 inhibitor 
ABT-199 enhance the anti-lymphoma effect of BTK inhibitor ibrutinib in mantle cell lymphoma. 
56th American Society of Hematology, 2014（12 月・アメリカ） 

63. Tabe Y, Kojima K, Jin L, Iwanami H, Matsushita H, Kazuno S, Michael Kauffman, Sharon 
Shacham, Fujimura T, Ueno T, Miida T, Michael Andreeff. Molecular mechanisms of inhibition of 
ribosomal biogenesis and translational flux by the Selective Inhibitor of Nuclear Export (SINE) 
XPO1/CRM1 antagonist KPT-185 in mantle cell lymphoma. Global Academic Programs (MD 
Anderson Cancer Center), 2014（5 月・韓国） 

柿木隆介 
64. Kakigi R. Pain and itch perception in humans. The First CiNet Conference, “New Directions in 

Pain Neuroscience”, 2014（12 月・大阪） 
65. Kakigi R. Pain and itch perception in humans. 8th IGAKUKEN International Symposium, “Pain 

Modulation and Opioid Functions”, 2014（9 月・東京） 
66. Kakigi R. Pain and itch perception in humans. 30th International Congress of Clinical 

Neurophysiology (ICCN2014), 2014（3 月・ドイツ） 
松田浩珍 
67. Tanaka A, Matsuda H, et al. Relevance between skin condition and itch during development of 

atopic dermatitis. 24th International Symposium of Itch, 2014（10 月・東京） 
68. Matsuda H, Tanaka A, et al. Effect of ultra-pure soft water on atopic dermatitis in children. 

EAACI, 2014（6 月・デンマーク） 
69. Matsuda H, Tanaka A, et al. Involvement of skin surface pH on barrier function in development of 

atopic dermatitis. EAACI, 2014（6 月・デンマーク） 
山口重樹 
70. Matsuzawa R, Kaneko K, Asakawa T, Kato E, Fukishima T, Takasusuki T, Maekawa M, 

Yamaguchi S, Hori Y. Effects of pregabalin on D-serine content and NMDA receptor-mediated 
synaptic transmission in the mouse spinal dorsal horn. Neoroscience 2014, 2014（11 月・アメリカ） 

71. Terashima T, Yamaguchi S, Takasusuki T, Hori Y, Yaksh TL. Antinociceptive mechanisms of 
spinal beta-endorphine with opioid recepter antagonists on acute pain. Neoroscience 2014, 2014
（11 月・アメリカ） 

72. Ishikawa k, Yamaguchi S, Takasusuki T, Ueki K. Seminar for nurses to share information about 
new opioid products at introductory periods –how to use fentanyl patch for one day with safety. 
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2nd Asian Congress on Pain, 2014（3 月・台湾） 

73. Takasusuki T, TerashimaT, IshikawaK, Fujii K, Yamaguchi S, Tony L Yaksh. Effects of calcium 
dependent calcium channels on spinal substance P release. 2nd Asian Congress on Pain, 2014（3
月・台湾） 

74. Fujii K, Yamaguchi S, Fujioka T, Takasusuki T, Hamaguchi S. Changes in the arterial blood flow 
after brachial plexus nerve block in anesthetized dogs. 2nd Asian Congress on Pain, 2014（3 月・台

湾） 
2013 
髙森建二 
75. Kamo A, Tominaga M, Kamata Y, Takamori K. Eximer lamp induces directly cutaneous nerve 

degeneration in animal models for pruritus. 22nd Congress of the European Academy of 
Dermatology and Venereology (EADV), 2013（10 月・トルコ） 

76. Kamo A, Tominaga M, Kamata Y, Nogchi A, Kimura U, Osamu N, Taneda K, Takamori K. 
Anti-pruritic effects of Neurotropin in NC/Nga mice with atopic dermatitis-like symptoms. 7th 
World Congress on Itch, 2013（9 月・アメリカ） 

77. Kamata Y, Tominaga M, Umehara Y, Kamo A, Takamori K. Transcriptional regulation of human 
semaphorin 3A gene in normal epidermal keratinocytes: implication of application to intractable 
itch in atopic dermatitis. 7th World Congress on Itch, 2013（9 月・アメリカ） 

78. Tominaga M, Kamo A, Osamu N, Tengara S, Kamata Y, Noguchi A, Takamori K. Histamine H4 
receptor antagonists ineffective against itch and skin inflammation in atopic dermatitis mouse 
model. 7th World Congress on Itch, 2013（9 月・アメリカ） 

横溝岳彦 
79. Okuno T, Matunobu T, Yokoyama C, Yokomizo T. Biosynthetic pathway of 

12-hydroxyeicosatetraenoic acid, a BLT2 ligand. 13th International Conference on Bioactive 
Lipids in Cancer, Inflammation and Related Diseases, 2013（11 月・プエルトリコ） 

80. Koga T, Sasaki F, Saeki K, Ichiki T, Okuno T, Yokomizo T. Leukotriene B4 receptor 1 is a 
potential marker of mouse dendritic cells. The 8th Korea-Japan Conference on Cellular Signaling 
for Young Scientists, 2013（11 月・福岡） 

81. Sasaki F, Koga T, Saeki K, Okuno T, Yokomizo T. Physiological and pathological roles of 
leukotriene B4 receptor 1 in M2 macrophages. The 8th Korea-Japan Conference on Cellular 
Signaling for Young Scientists, 2013（11 月・福岡） 

82. Ikeda K, Sasaki F, Ueno A, Okuno T, Koga T, Yokomizo T. Generation, characterization and 
humanization of high-affinity monoclonal antibody against leukotriene B4 receptor 1 (BLT1). 
Faseb SRC: Lysophospholipid and Other Related Medaitors-From Bench to Clinic, 2013（8 月・ニ

セコ） 
83. Koga T, Sasaki F, Saeki K, Ichiki T, Okuno T, Yokomizo T. Role of leukotriene B4 receptor BLT1 

in dendritic cells. Faseb SRC: Lysophospholipid and Other Related Medaitors-From Bench to 
Clinic, 2013（8 月・ニセコ） 

84. Liu M, Saeki K, Yokomizo T. Crucial role of the 12-HHT receptor BLT2 in epidermal wound 
healing. Faseb SRC: Lysophospholipid and Other Related Medaitors-From Bench to Clinic, 2013
（8 月・ニセコ） 

85. Sasaki F, Koga T, Saeki K, Okuno T, Yokomizo T. The physiological function of a leukotriene B4 
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receptor 1 in M2 macrophages. Faseb SRC: Lysophospholipid and Other Related Medaitors-From 
Bench to Clinic, 2013（8 月・ニセコ） 

86. Yokomizo T. Leukotriene B4 receptors: BLT1 and BLT2. Faseb SRC: Lysophospholipid and Other 
Related Medaitors-From Bench to Clinic, 2013（8 月・ニセコ） 

長岡 功 
87. Nagaoka I, Igarashi M, Someya A, Sakamoto K. Current aspects of the chondroprotective and 

anti-inflammatory actions of a chitosan monomer glucosamine. Chitin Chitosan Res 19: 135. 10th 
Asia Pacific Chitin & Chitosan Symposium/27th Japanese Chitin and Chitosan Symposium, 2013
（10 月・米子） 

88. Someya A, Sakamoto K, Nagaoka I. Glucosamine suppresses IL-8 expression through the 
O-N-acetylglucosamine modification of transcription factor Sp1 in synovial cells. Chitin Chitosan 
Res 19: 215. 10th Asia Pacific Chitin & Chitosan Symposium/27th Japanese Chitin and Chitosan 
Symposium, 2013（10 月・米子） 

89. Igarashi M, Suzuki K, Someya A, Sakamoto K, Nagaoka I. Sirtuin 1 is a target gene of 
glucosamine in chondrocytes. Chitin Chitosan Res 19: 218. 10th Asia Pacific Chitin & Chitosan 
Symposium/27th Japanese Chitin and Chitosan Symposium, 2013（10 月・米子） 

山倉文幸 
90. Chuang CY, Degendorfer G, Hammer A, Malle E, Kawasaki H, Yamakura F, Whitelock JM, 

Davies MJ. Peroxynitrite-mediated damage in the artery wall and its consequences. The 2013 
meeting of the Society for Free Radical Research (SFRR), 2013 (9 月・ギリシャ) 

91. Kawasaki H, Ikeda M, Sakai K, Matsumoto A, Iizumi K, Uda M, Baba T, Takamori K, Yamakura 
F. Identification of 6-NO2Trp containing proteins in SHRSP – possible biomarker and relation to 
hypertension. The 2013 meeting of the Society for Free Radical Research (SFRR), 2013 (9 月・ギリ

シャ) 
92. Kawasaki H, Ikeda M, Sakai K, Shigenaga A, Iizumi K, Uda M, Baba T, Takamori K, Yamakura 

F. Proteomic analysis for identification of 6-NO2Trp containing proteins in stroke-prone 
spontaneously hypertensive rat, SHRSP. SFRBM 2013-20th Annual Meeting of the Society for 
Free Radical Biology and Medicine, 2013（11 月・アメリカ） 

93. Uda M, Kawasaki H, Iizumi K, Shigenaga A, Baba T, Yamakura F. Presence of 
nitrotryptophan-containing proteins in the adult rat skeletal muscle. SFRBM 2013-20th Annual 
Meeting of the Society for Free Radical Biology and Medicine, 2013（11 月・アメリカ） 

94. G Degendorfe, CY Chuang, Yamakura F, Kawasaki H, Davies MJ. Peroxynitrous acid mediated 
oxidation of fibronectin affects protein structure and compromises endothelial cell binding. 
SFRBM 2013-20th Annual Meeting of the Society for Free Radical Biology and Medicine, 2013
（11 月・アメリカ） 

岩渕和久 
95. Iwabuchi K. Organization and functions of glycolipid-enriched microdomains in phagocytes. 54th 

International Conference on the Bioscience of Lipids: Linking Transcription to Physiology in 
Lipidomics, 2013（9 月・イタリア）  

96. Iwabuchi K. Role of Glycolipids in Innate Immune Response. 22nd International Symposium on 
Glycoconjugates, 2013（6 月・中国） 

田部陽子 
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97. Tabe Y, Kojima K, Jin L, Iwanami H, Matsushita H, Kazuno S, Kauffman M, Shacham S, 

Fujimura T, Ueno T, Miida T, Andreeff M. Molecular mechanisms of inhibition of ribosomal 
biogenesis and translational flux by the Selective Inhibitor of Nuclear Export (SINE) 
XPO1/CRM1 antagonist KPT-185 in mantle cell lymphoma. 55th American Society of 
Hematology Annual Meeting, 2013（12 月・アメリカ） 

98. Tabe Y, Jin L, Hatanaka Y, Matsushita H, Kazuno S, Fujimura T, Ueno T, Sasai K, Iwabuchi K, 
Andreeff M, Konopleva M, Miida T. Integrative genomic and proteomic analysis of low-dose 
ionizing irradiation effects on bone marrow stromal microenvironment and on survival of 
pre-leukemic cells. 55th American Society of Hematology Annual Meeting, 2013（12 月・アメリカ） 

99. Tabe Y, Jin L, Iwanami H, Matsushita H, Kazuno S, Fujimura T, Ueno T, Miida T, Weinstock D, 
Thomas DA, Andreeff M, Konopleva M. Efficacy and mechanisms of the mTOR inhibitor 
AZD2014 combined with L-Asparaginase or JAK2 inhibitor TG101348 in ALL. 55th American 
Society of Hematology Annual Meeting, 2013（12 月・アメリカ） 

100. Tabe Y, Jin L, Iwanami H, Matsushita H, Kazuno S, Fujimura T, Ueno T, Miida T, Andreeff M, 
Konopleva M, Kimura S. Metabolic shift in hypoxia-adapted CML cells and mechanisms of 
acquired dasatinib resistance uncovered by proteomic iTRAQ profiling. 55th American Society of 
Hematology Annual Meeting, 2013（12 月・アメリカ） 

101. Tabe Y, Jin L, Kazuno S, Fujimura T, Matsushita H, Ueno T, Miida T, Andreeff M, Konopleva M. 
Molecular mechanisms of adipocyte-leukemia interactions revealed by the quantitative proteomics 
technology: pro-survival function of adipocyte-derived free fatty acids on acute monoblastic 
leukemia mitochondrial biogenesis. 55th American Society of Hematology Annual Meeting. 2013
（12 月・アメリカ） 

102. Yamada H, Tabe Y, Ishii K, Terao Y, Takeda S, Horii T, Ohsaka A. Performance evaluation of a 
novel high-risk Human Papilloma Virus Genotyping test (Clinichip HPV™). American 
Association for Clinical Chemistry Annual Meeting, 2013（7 月・アメリカ） 

103. Takemura H, Tabe Y, Yamaguchi K, Ishii K, Kasuga K, Horii T, Miida T, Ohsaka A. Detection of 
tumor cells in body fluids by the automated morphological analysis system CellaVision DM96 
following the automated cell counting by the Sysmex XE5000. American Association for Clinical 
Chemistry Annual Meeting, 2013（7 月・アメリカ） 

104. Idei M, Tabe Y, Miyake K, Hamada C, Takemura H, Io H, Ishii K, Horii T, Tomino Y, Ohsaka A, 
Miida T. The clinical significance of mesothelial cell in peritoneal dialysis effluent detected by 
Cellavision DM96. American Association for Clinical Chemistry Annual Meeting, 2013（7 月・アメ

リカ） 
池田勝久 
105. Ikeda K. Subclassification of chronic rhinosinusitis with nasal polyp based on eosinophil and 

neutrophil: Immunological backgrounds of Japanese populations. 7th International symposium on 
recent advances in rhinosinusitis and nasal polyposis, 2013（10 月・松江） 

106. Ikeda K. Role of eosinophils in chronic rhinosinutis with nasal polyps. IFOS, 2013（6 月・韓国） 
柿木隆介 
107. Kakigi R. Pain and itch perception in humans. 5th Asian Pain Symposium, 2013（12 月・岡崎） 
108. Kakigi R. Painful and itchy brain. 1st Joint CU-NIPS Symposium “Frontier in Physiological 

Sciences Research, From Basic Research to Diseases and Treatments, 2013（10 月・タイ） 
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松田浩珍 
109. Matsuda H, Tanaka A, et al. Influence of the potential hydrogen on skin barrier function and 

immune responses in NC/Tnd mice, a model for human AD. The European Academy of Allergy 
and Clinical Immunology (EAACI), 2013（6 月・イタリア） 

110. Matsuda H, Tanaka A, et al. House dust mite allergens induce IgE-independent activation of 
canaine mast cells NI-1. The European Academy of Allergy and Clinical Immunology (EAACI), 
2013（6 月・イタリア） 

山口重樹 
111. Yamaguchi S. Challenges to setting reasonable opioid therapy for chronic non-cancer pain in 

Japan: The first guidelines in Asia. The 30th Congress of the Pan-Pacific Surgical Association 
Japan Chapter, 2013（10 月・アメリカ） 

 
【国内学会】 
2016 
髙森建二 
112. 髙森建二. 『かゆみのメカニズムと対策』～特にレミッチとかゆみの相関について～. レミッチエリアフ

ォーラム, 2016（2 月・神奈川） 
長岡 功 
113. Hu Zhongshuang，鈴木 香，田村弘志，長岡 功. Neutrophil extracellular traps (NETs) induces 

the IL-1beta production by macrophages. 日本細菌学雑誌, 2016; 71: 150. 第 89 回日本細菌学

会総会, 2016（3 月・大阪） 

114. 伊坂聡子, 染谷明正, 野沢雅彦, 井上直樹, 杉原富人, 長岡 功, 金子和夫. ラット変形性関

節症モデルに対するコラーゲンペプチドの効果. 第 12 回グルコサミン研究会学術集会プログラム, 

2016; 6-7. 第 12 回グルコサミン研究会学術集会, 2016（2 月・東京） 

115. 五十嵐庸, 坂本廣司, 長岡 功. グルコサミンは軟骨細胞においてサーチュイン 1 を介して II 型コ

ラーゲンの発現を亢進する. 第 12 回グルコサミン研究会学術集会プログラム, 2016; 8. 第 12 回グ

ルコサミン研究会学術集会, 2016（2 月・東京） 

116. 橋口素子, 鈴木 香, 金子和夫, 長岡 功. ヒト RA 患者由来滑膜細胞 MH7A の細胞増殖とアポ

トーシスに及ぼすアロエエモジンの効果－メトトレキサートとの比較. 第 12 回グルコサミン研究会学

術集会プログラム, 2015; 10-11. 第 12 回グルコサミン研究会学術集会, 2016（2 月・東京） 

117. 鶴田暁史, 長岡 功. プロラグビー選手に対するゼリードリンク型機能性食品の効果. 第 12 回グル

コサミン研究会学術集会プログラム, 2016; 12-13. 第 12 回グルコサミン研究会学術集会, 2016（2

月・東京） 
櫻井 隆 
118. 山名智人, 上窪裕二, 井上由理子, 櫻井 隆. 海馬の神経細胞におけるナノシリカの細胞毒性. 

第 93 回日本生理学会大会, 2016（3 月・札幌） 
119. 山名智人, 上窪裕二, 井上由理子, 櫻井 隆. シリカナノ粒子は海馬神経細胞に対して酸化スト

レスを引き起こす. 第 89 回日本薬理学会年会, 2016（3 月・横浜）. 
120. 上窪裕二, 新里和恵, 橋本祥江, 櫻井 隆. β セクレターゼによるシナプス形成と機能の制御. 第

89 回日本薬理学会年会, 2016（3 月・横浜） 
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岩渕和久 
121. 海老名昭寛, 工藤綾子, 岩渕和久. 感染症看護専門看護師としての倫理調整における現状と課

題. 第 31 回日本環境感染学会総会, 2016 （2 月・京都） 
122. 後藤祐介, 川上和美, 工藤綾子, 岩渕和久. MRSA サーベイランスにおける感染管理担当看護

師の役割と困難さの要因. 第 31 回日本環境感染学会総会, 2016（2 月・京都） 
123. 安田雅一, 岩渕和久, 工藤綾子. 初産婦と経産婦の予防接種に対する認識. 第 31 回日本環境

感染学会総会, 2016（2 月・京都） 
池田勝久 
124. 中村真浩, 三輪正人, 池田勝久. 気道上皮と表皮でのフィラグリン発現の検討. 第 34 回日本耳

鼻咽喉科免疫アレルギー学会, 2016（2 月・三重） 
柿木隆介 
125. 柿木隆介. 痒みと痛みの脳内認知機構. 第 45 回日本慢性疼痛学会, 2016（2 月・佐賀） 
松田浩珍 

126. 松田浩珍, 田中あかね. アトピーと表皮バリア. 第７９回日本皮膚科学会 東京・東部支部合同学

術集会, 2016（2 月・東京） 
山口重樹 
127. 濱口眞輔, 山下雄介, 小松崎誠, 安島崇晃, 佐藤雄也, 坂口結夢, 山口重樹. 慢性疼痛に対

するオピオイド徐放製剤処方の後方視的調査. 第 45 回日本慢性疼痛学会, 2016（2 月・佐賀） 
128. 小澤継史, 濱口眞輔, 山口重樹, 小林俊哉. リエゾン精神医学を導入した慢性頭痛患者の治療

経験. 第 45 回日本慢性疼痛学会, 2016（2 月・佐賀） 
129. 寺島哲二, 池田知史, 小松崎誠, 古川直樹, 木村嘉之, 濱口眞輔, 山口重樹. 自殺企図の誘

因となったフェンタニル貼付製剤乱用の一例. 第 45 回日本慢性疼痛学会, 2016（2 月・佐賀） 
130. 山口重樹. どうする，わかっていない慢性疼痛のオピオイド治療. 第 45 回日本慢性疼痛学会, 

2016（2 月・佐賀） 
2015 
髙森建二 
131. Tominaga M, Kusube F, Kawasaki H, Yamakura F, Naito H, Ogawa H, Tomooka Y, Takamori K. 

Electrophysiological characterization of BNP- and GRP-responsive dorsal horn neurons in spinal 
itch transmission. 第 40 回日本研究皮膚科学会, 2015（12 月・岡山） 

132. Kamata Y, Umehara Y, Tominaga M, Negi O, Ogawa H, Takamori K. Inhibitory factors in 
semaphorin 3A expression of human epidermal keratinocytes. 第 40 回日本研究皮膚科学会, 
2015（12 月・岡山） 

133. Umehara Y, Kamata Y, Tominaga M, Niyonsaba F, Ogawa H, Takamori K. Effects of antimicrobial 
peptides on expression of axon guidance molecules in normal human epidermal keratinocytes. 第

40 回日本研究皮膚科学会, 2015（12 月・岡山） 
134. Hattori F, Ikeda S, Okumura K, Tominaga M, Takamori K, Ogawa H, Okamoto K, Niyonsaba F. 

Host defense protein S100A7/psoriasin regulates pores in the epidermis: aquaporins and tight 
junctions. 第 40 回日本研究皮膚科学会, 2015（12 月・岡山） 

135. 鎌田弥生, 冨永光俊, 梅原芳恵, 高森建二. ヒト表皮角化細胞を用いたセマフォリン 3A 遺伝子

の近位プロモーター領域の解析. 第 38 回日本分子生物学会年会・第 88 回日本生化学会大会 
合同大会, 2015（12 月・神戸） 

136. 鎌田弥生, 坂口安澄, 梅原芳恵, 冨永光俊, 根木 治, 小川秀興, 高森建二. ヒスタミン H1 受
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容体拮抗薬による表皮角化細胞における軸索ガイダンス分子の発現調節. 第 45 回日本皮膚アレ

ルギー・接触皮膚炎学会総会学術大会, 2015（11 月・島根） 
137. 髙森建二. かゆみの研究の最前線～かゆみのメカニズムの解明とその対策～. 第６回岐阜皮膚

科臨床セミナー, 2015（11 月・岐阜） 
138. 梅原芳恵, 鎌田弥生, 冨永光俊, Francois Niyonsaba, 小川秀興, 高森建二. 抗菌ペプチド

LL-37 は培養正常ヒト表皮角化細胞における神経反発因子 semaphorin 3A の発現を促進する. 
第 45 回日本皮膚アレルギー・接触皮膚炎学会総会学術大会, 2015（11 月・島根） 

139. 髙森建二. かゆみのメカニズムとその対策. レミッチ効能追加記念講演会, 2015（9 月・京都） 
140. 梅原芳恵, 冨永光俊, 松田浩則, 鎌田弥生, 髙森建二. ヒト iPS 細胞からのかゆみ末梢神経誘

導法の開発. 第 38 回日本分子生物学会年会・第 88 回日本生化学会大会 合同大会, 2015（12
月・神戸） 

141. 鎌田弥生, 木村有太子, 松田浩則, Suhandy Tengara, 加茂 敦子, 冨永光俊, 髙森建二. 血漿

グランザイム濃度とアトピー性皮膚炎の重症度の相関解析. 第 20 回日本病態プロテアーゼ学会, 
2015（8 月・名古屋） 

142. 髙森建二. 透析に伴うかゆみを制御する. 京葉泌尿器疾患フォーラム, 2015（3 月・千葉） 
横溝岳彦 
143. 市木貴子, 古賀友紹, 奥野利明, 佐伯和子, 阪口政清, 山本靖彦, 横溝岳彦. ロイコトリエン B4

第一受容体 BLT1 と RAGE は機能的に相互作用する. 第 38 回日本分子生物学会年会・第 88
回日本生化学会大会 合同大会, 2015（12 月・神戸) 

144. 岩本怜, 古賀 友, 奥野 利, 松田彰, 村上晶, 横溝岳彦. ロイコトリエン B4 第二受容体(BLT2)
は角膜創傷治癒を促進する. 第 38 回日本分子生物学会年会・第 88 回日本生化学会大会 合

同大会, 2015（12 月・神戸) 
145. 古賀友紹, 奥野利明, 佐伯和子, 中村衣里, 多田昇弘, 横溝岳彦. CRISPR/Cas9 によるロイコト

リエン A4 水解酵素欠損マウスの作製. 第 38 回日本分子生物学会年会・第 88 回日本生化学会

大会 合同大会, 2015（12 月・神戸) 
146. 池田恒基, 佐々木文之, 上野あゆみ, 佐伯和子, 奥野利明, 古賀友紹, 横溝岳彦. ロイコトリエ

ン B4 第一受容体(BLT1)と FLAG タグに対するマウス単クローン抗体のヒトキメラ化. 第 38 回日本

分子生物学会年会・第 88 回日本生化学会大会 合同大会, 2015（2 月・神戸) 
147. 佐伯和子, 石井由美子, 横溝岳彦. 上皮バリア機能維持における 12-HHT 受容体 BLT2 の役割. 

第 38 回日本分子生物学会年会・第 88 回日本生化学会大会 合同大会 ワークショップ, 2015（12
月・神戸) 

148. 重松美沙子, 古賀友紹, 佐伯和子, 奥野利明, 外須美夫, 横溝岳彦. ロイコトリエン B4 第二受

容体 BLT2 は急性肺傷害時に肺保護作用を発揮する. 第 38 回日本分子生物学会年会・第 88
回日本生化学会大会 合同大会 ワークショップ, 2015（12 月・神戸) 

149. 重松美沙子, 古賀友紹, 佐伯和子, 奥野利明, 横溝岳彦. Pneumolysin 誘導性急性肺傷害にお

ける BLT2 の肺保護作用. 第 12 回東京呼吸器リサーチフォーラム,最優秀発表賞, 2015（11 月・

東京)  
150. 若山貴則, 齋田良知, 小林洋平, 奥野利明, 横溝岳彦, 倉田憲一, 鎌野俊哉, 深作進, 金子

和夫, 根本昌幸. 変形性膝関節症患者における関節内酸化ストレスと ω3 不飽和脂肪酸の検討. 
第 88 回日本整形外科学会基礎学術集会, 2015 （10 月・富山) 

151. 岩本怜, 古賀友紹, 奥野利明, 村上晶, 横溝岳彦, 松田彰. 角膜損傷の新規治療薬としての脂

質メディエーターの可能性. 第 35 回日本眼薬理学会, 2015（9 月・東京) 
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152. 横溝岳彦. 生理活性脂質受容体 BLT1 と BLT2：眼疾患治療応用の可能性. 第 35 回日本眼薬

理学会 特別講演, 2015（9 月・東京) 

153. 武田知起, 小宮由季子, 木庭彰彦, 仲矢道雄, 黒瀬等, 横溝岳彦, 清水孝雄, 内博史, 古江

増隆, 石井祐次, 山田英之. ダイオキシンによる肝障害の新たな機構 ロイコトリエン B4 合成亢進

の役割. 第 42 回日本毒性学会, 2015 （6 月・金沢) 
154. 横溝岳彦. 国策としての脂質研究のサポートを. 第 57 回日本脂質生化学会, 2015（5 月・東京) 
155. Saeki K, Liu M, Yokomizo T. Platelet-derived lipid mediator, 12-HHT promotes epidermal wound 

healing by accelerating keratinocyte migration via the BLT2 receptor. 第 37 回日本血栓止血学

会学術集会 シンポジウム（招待講演）, 2015（5 月・甲府） 
156. 岩本怜, 古賀友紹, Liu M, 奥野利明, 松田彰, 横溝岳彦, 村上晶. ロイコトリエン B4 第二受容

体 (BLT2) は角膜創傷治癒を促進する. 日本眼科学会総会, 2015（4 月・札幌） 
長岡功 
157. 胡 忠双, 鈴木 香, 田村弘志, 長岡 功. マクロファージ系細胞における IL-1β 産生に対する

NETs (neutrophil extracellular traps)の作用. 第 38 回日本分子生物学会年会・第 88 回日本生化

学会合同大会プログラム, 2015; 3: 1132. 2015（12 月・神戸） 

158. 染谷明正, 坂本廣司, 長岡 功. グルコサミンはO-N-グルコサミン修飾を介して Sp1の転写活性と

核内局在性を調節する. 第 38 回日本分子生物学会年会・第 88 回日本生化学会合同大会プロ

グラム, 2015; 1: 552. 2015（12 月・神戸） 

159. Hu Z, Suzuki K, Tamura H, Nagaoka I. NETs (neutrophil extracellular traps) induces the the IL-1b 

production by macrophages. 第 21 回日本エンドトキシン・自然免疫研究会 プログラム抄録集: 21. 

2015（12 月・東京） 

160. 鈴木 香, 村上泰介, 胡 忠双, 長岡 功. 肝類洞内皮細胞による血液浄化作用に対するヒト生

体防御ペプチド LL-37 の効果. 第 2 回日本血管血流学会学術集会抄録 14. 2015（11 月・東京） 

161. Hu Z, Suzuki K, Tamura H, Nagaoka I. The role of NETs (neutrophil extracellular traps) in the 

IL-1β production by macrophages. 第 98 回日本細菌学会関東支部会総会プログラム・抄録集 

41. 2015（10 月・東京） 

162. 五十嵐 庸, 坂本廣司, 長岡 功. グルコサミンは軟骨細胞において II 型コラーゲン遺伝子の発

現を増加する. 第 22 回日本未病システム学会学術総会抄録集 121. 2015（10 月・札幌） 

163. 染谷明正, 坂本廣司, 長岡 功. 糖化修飾を介したグルコサミンによる転写因子 Sp1 の機能抑制

機構. 第 22 回日本未病システム学会学術総会抄録集 166. 2015（10 月・札幌） 
164. 染谷明正, 坂本廣司, 長岡 功. グルコサミンによる転写因子 Sp1 の制御機構について. キチン・

キトサン研究 21: 110-111. 第 29 回キチン・キトサン学会大会, 2015（8 月・熊本） 
165. 五十嵐庸, 坂本廣司, 長岡 功. グルコサミンは軟骨細胞において II 型コラーゲン遺伝子の発現

を亢進する. キチン・キトサン研究 21: 150-151. 第 29 回キチン・キトサン学会大会, 2015（8 月・熊

本） 
166. 長岡 功. グルコサミンと健康 −その多彩な作用. 抗加齢と健康科学 −キチン･キトサンのパワー. 

Let's 不思議！ 東海大学 第５２回公開セミナー, 2015（8 月・熊本） 
167. 村上泰介, 田村弘志, 長岡 功. LPS 刺激 RAW264.7 細胞からの HMGN1 の放出機序. 第 26

回日本生体防御学会学術総会 講演抄録集 55. 2015（7 月・東京） 
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168. Hu Z, Suzuki K, Tamura H, Nagaoka I. The role of NETs (neutrophil extracellular traps) in the 

IL-1β production by macrophages. 第 26 回日本生体防御学会学術総会 講演抄録集 54. 2015
（7 月・東京） 

169. 胡 忠双, 村上泰介, 鈴木 香, 田村弘志, 長岡 功. NETs（Neutrophil extracellular traps）と LPS
による共刺激がマクロファージからの IL-1β放出を誘導する. 第 62 回トキシンシンポジウム予稿集

11. 2015（7 月・志摩） 
170. 細田浩司, 胡 忠双, 田村弘志, 長岡 功. 炎症増強因子 TREM-1 のリガンド同定の試み. 第 62

回トキシンシンポジウム予稿集 11. 2015（7 月・志摩） 
171. 鈴木 香, 村上泰介, 長岡 功. ヒト抗菌ペプチド LL-37 によるかゆみ誘発（マスト細胞の活性化）. 

第 62 回トキシンシンポジウム予稿集 15. 2015（7 月・志摩） 
172. 鈴木 香, 田村弘志, 長岡 功. Cell surface HS proteoglycans mediate the uptake of antimicrobial 

peptide LL-37-LPS complex by LSECs. 日本細菌学雑誌 70: 231. 第 88 回日本細菌学会総会, 
2015（3 月・岐阜） 

173. 胡 忠双, 鈴木 香, 田村弘志, 長岡 功. NETs (neutrophil extracellular traps) induce the IL-1β 
production by macrophages. 日本細菌学雑誌 70: 232. 第 88 回日本細菌学会総会, 2015（3 月・

岐阜） 
174. Nagaoka I, Hu Z, Suzuki K, Tamura H. Potential effects of human antimicrobial peptide LL-37 on 

macrophage pyroptosis and sepsis. 第 88 回日本薬理学会年会, プログラム S1F-15-4. 2015（3
月・名古屋） 

175. 長岡 功, 坂本廣司, 山本哲郎. 軟骨代謝マーカーを用いたグルコサミンの評価. 第 11 回グルコ

サミン研究会学術集会プログラム 12. 第 11 回グルコサミン研究会学術集会, 2015（2 月・東京） 
176. 五十嵐庸, 鈴木 香, 坂本廣司, 長岡 功. グルコサミンは軟骨細胞においてⅡ型コラーゲン遺伝

子の発現を亢進する. 第 11 回グルコサミン研究会学術集会プログラム 16. 第 11 回グルコサミン

研究会学術集会, 2015（2 月・東京） 
177. 染谷明正, 坂本廣司, 長岡 功. グルコサミンは糖化修飾作用を介して転写因子 Sp1 の細胞内

局在を調節する. 第 11 回グルコサミン研究会学術集会プログラム 18. 第 11 回グルコサミン研究

会学術集会, 2015（2 月・東京） 
178. 斉木彩乃, 信夫 正, 澤田陽子, 五十嵐庸, 長岡 功. 滑膜細胞の炎症応答に対するグルコサミ

ンとリンゴポリフェノールの影響. 第 11 回グルコサミン研究会学術集会プログラム 20. 第 11 回グル

コサミン研究会学術集会, 2015（2 月・東京） 
179. 鶴田暁史, 長岡 功. 女性アスリートにおける軟骨代謝とゼリードリンク型機能性食品の効果. 第11

回グルコサミン研究会学術集会プログラム 30-31. 第 11 回グルコサミン研究会学術集会, 2015（2
月・東京） 

森本幾夫 
180. 森本幾夫. CD26 の機能と治療応用. 中皮腫シンポジウム, 2015（12 月・兵庫） 
181. 森本幾夫. CD26 抗体を基盤とするトランスレーショナルリサーチ. 第 57 回日本小児血液・がん学

会, 2015（11 月・山梨） 
182. Hatano R, Yamada T, Otsuka H, Komiya E, Iwao N, Okumura K, Morimoto C, Ohnuma K. 

Anti-interleukin-26 therapy for lung fibrosis of GVHD. 第 74 回日本癌第 77 回日本血液学会学

術集会, 2015（10 月・金沢） 
183. 林 睦, 間所裕子, 山田幸司, 西田浩子, 坂元亨宇, 森本幾夫, 山田健人. Antitumor activity of 

anti-CD26 humanized monoclonal antibody conjugated with triptolide via intranulear 
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transportation. 学会学術総会, 2015（10 月・名古屋） 

184. 古宮栄利子, 山崎裕人, 山田健人, 森本幾夫. CD26 promotes invasiveness of malignant pleural 
mesothelioma cell via upregulation of periostin. 第 74 回日本癌学会学術総会, 2015（10 月・名古

屋） 
185. 波多野良, 大沼 圭, 石井智徳, 岩田哲史, 奥村 康, 関川 巖, 森本幾夫. T 細胞共刺激分子

CD26 に基づく全身性エリテマトーデスの病態および疾患活動性の新規バイオマーカーの探索. 第

59 回日本リウマチ学会総会, 2015（4 月・名古屋） 
樋野興夫 
186. 北野隆之, 小林敏之, 小橋（張）丹青, 樋野興夫. Tsc2 欠損腫瘍細胞の増殖を rapamycin と協

調的に抑制するシグナル阻害薬の探索. 第 38 回日本分子生物学会年会. 第 88 回日本生化学

学会大会合同大会, 2015（12 月・神戸） 

187. 樋 野 興 夫 , 今 井 美 沙 . Establishment of early diagnosis/treatment system for malignant 

mesothelioma. 第 20 回日韓ワークショップ（講演）, 2015（11 月・東京） 

188. 樋野興夫. 予防医学. 疾患予防セミナー（講演）, 2015（11 月・長野） 

189. 樋野興夫. 発がんの連盟的首位性〜遺伝と環境〜（講演）. 第74回日本癌学会学術総会, 2015

（10 月・名古屋） 

190. 水谷奈津子, 松岡周二, 梶野一徳, 脇屋緑, 樋野興夫. 悪性中皮腫に対する新規治療抗体の

樹立. 第 74 回日本癌学会学術総会, 2015（10 月・名古屋） 

191. 小林敏之, 小橋（張）丹青, 樋野興夫. Folliculin と Txnip によるストレス応答経路制御. 第 74 回

日本癌学会学術総会, 2015（10 月・名古屋） 

192. 佐伯春美, 梶野一徳, 樋野興夫. 子宮内膜癌におけるミスマッチ修復遺伝子発現：背景子宮内

膜の免疫組織化学的検討. 第 74 回日本癌学会学術総会, 2015（10 月・名古屋） 

193. 小島雅貴, 梶野一徳, 樋野興夫. ERC/Mesothelin が中皮腫の組織型に及ぼす影響, 第 74 回日

本癌学会学術総会. 2015（10 月・名古屋） 

194. 松村優子, 伊藤恭彦, Nadila Wali, 伊藤 匠, 茂櫛 薫, 寺尾泰久, 竹田 省, 奥村 康, 竹田和

由, 樋野興夫, 折茂 彰. 癌内繊維芽細胞は転移促進性のオートクラインシグナルを誘導して癌

細胞を悪性化する. 第 74 回日本癌学会学術総会, 2015（10 月・名古屋） 

195. 松岡周二, 水谷奈津子, 荒瀬 尚, 樋野興夫. 抗 MHC Class I 及び MHC class II 抗体は補体非

依存性に様々なリンフォーマ細胞や ATL 細胞株に大きな穴をあけて殺す. 第 74 回日本癌学会学

術総会, 2015（10 月・名古屋） 

196. 小橋（張）丹青, 小林敏之, 樋野興夫. EGF 受容体のシグナル伝達に関わる Erc/mesothelin の役

割. 第 74 回日本癌学会学術総会, 2015（10 月・名古屋） 
197. 岡澤 裕, 水越幸輔, 小見山博光, 伊藤恭彦, 五藤倫敏, 垣生園子, 樋野興夫, 坂本一博, 折

茂 彰. 患者由来大腸癌は様々な異なった転移様式を呈する. 第 74 回日本癌学会学術総会, 
2015（10 月・名古屋） 

198. 堀本義哉, 荒川 敦, 氷室貴規, 猪狩史江, 田辺真彦, 樋野興夫, 齋藤光江. Differences in 
expression patterns among cancer stem cell markers in brest cancer samples. 第 104 回日本病理

学会総会, 2015（4 月・名古屋） 
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199. 樋野興夫. 純度の高い専門性と社会的包容力〜病理医の役割〜. 第 104 回日本病理学会総会 

市民公開講座, 2015（4 月・名古屋） 
櫻井 隆 
200. 上窪裕二, 山名智人, 櫻井 隆. GPCR 複合体形成による神経機能の制御. 第 38 回日本神経科

学大会, 2015（7 月・神戸） 
201. 坂入伯駿, 上窪裕二, 櫻井 隆. 代謝型グルタミン酸受容体 1 型はアデノシン A1 受容体のシグ

ナルを制御する. 第 88 回日本薬理学会年会, 2015（3 月・名古屋） 
山倉文幸 
202. 川崎広明, 馬場 猛, 重永綾子, 飯泉恭一, 髙森建二, 山倉文幸. 2 型糖尿病モデルマウスでの

トリプトファンニトロ化による Glutathione s-transferase の機能傷害. 第 15 回日本 NO 学会学術集会, 
2015（6 月・大阪） 

203. 飯泉恭一, 冨永光俊, 川崎広明, 重永綾子, 加茂敦子, 鎌田弥生, 髙森建二, 山倉文幸. 6-ニ
トロトリプトファン修飾免疫グロブリンはアトピー性皮膚炎のマーカーになり得るか? 第 15 回日本 NO
学会学術集会, 2015（6 月・大阪） 

岩渕和久 
204. 中山仁志, 横山紀子, 栗原秀剛, 岩渕和久. ラクトシルセラミドの脂質マイクロドメインはヒト好中球

における LPS 誘導性炎症応答を仲介する. 第 88 回日本生化学会大会, 2015（12 月・兵庫） 
205. 村手源英, 阿部充宏, 笠原浩二, 岩渕和久, 梅田真郷, 小林俊秀. 細胞膜の脂質二重層を構

成する各種の脂質が示す非対称分布とその破綻. 第 88 回日本生化学会大会, 2015（12 月・兵

庫） 
206. 岩渕和久, 中山仁志, 横山紀子, 石井久美子, 小林俊秀. ラクトシルセラミドの脂質マイクロドメイ

ンの構造と機能解析について. 第 8 回セラミド研究会, 2015（10 月・札幌） 
207. 横山三紀, 市野瀬志津子, 石井久美子, 栗原秀剛, 市野瀬省三, 只野-有冨桂子, 多田昇弘, 

寺澤和恵, 井上カタジナアンナ, 小林俊秀, 古川鋼一, 岩渕和久. 糖脂質は血液精巣関門のリ

モデリングに必要なタイトジャンクションストランドの配置を制御する. 第 8 回セラミド研究会, 2015
（10 月・札幌） 

208. 岩渕和久 . スフィンゴ糖脂質の 脂質ラフトの構造的特徴は 免疫応答性を変えうる か . 

Glyco-Immunology 2015 糖鎖免疫, 2015（8 月・東京） 

209. 岩渕和久, 中山仁志. ヒト好中球における CD14 とラクトシルセラミドを介した LPS シグナリング. 第

24 回 内毒素・LPS 研究会, 2015（6 月・東京） 

210. Nakayama H, Yokoyama N, Iwabuchi K. Glycosphingolipid-mediated inflammation in human 

neutrophils. 第 9 回スフィンゴテラピー研究会, 2015（10 月・加賀） 

211. ルーディ チミンチ イキャロンゴ ボ ラウェレ, 横山紀子, 中山仁志, 平林義雄, 岩渕和久. ホ

スファチジルグルコシドを介した好中球分化について. 第 57 回日本脂質生化学会大会, 2015（6

月・東京） 
須賀 康 
212. 須賀 康. アトピー性皮膚炎を読み解く. 座長：三石 剛. 第 6 回八千代地域連携皮膚科勉強会, 

2015（10 月・八千代市）  
213. 須賀 康. 魚鱗癬からアトピー性皮膚炎を読み解く. 座長：松村康洋, 加藤則人. 第 8 回京都こど

もの皮膚病カンファレンス, 2015（10 月・京都）  
214. 須賀 康. アトピー性皮膚炎のアウトグローとバイオマーカー. 第 3 回小児アトピー性皮膚炎フォーラ
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ム, 2015（3 月・東京） 

稲田英一 
215. 斎藤理恵, 長谷川理恵, 榎本達也, 高橋良佳, 稲田英一. 帯状疱疹後掻痒には複数の機序が

関与している可能性がある. 日本麻酔科学会第 62 回学術集会, 2015（5 月・神戸） 
卜部貴夫 
216. 島田佳明, 田中亮太, 志村秀樹, 山城一雄, 卜部貴夫, 服部信孝. 合成 HSP27 は BBB 保護

効果により tPA 療法時の出血性梗塞を予防する．第 33 回日本神経治療学会総会, 2015（11 月・

名古屋） 
217. 卜部貴夫. シンポジウム 2 脳梗塞の病態と新規治療開発の将来像：虚血性脳損傷における細胞

内シグナル伝達系制御による防御メカニズムの検討．第 27 回日本脳循環代謝学会総会 , 
2015(10 月・富山) 

218. 平 健一郎, 上野祐司, 黒木卓馬, 島田佳明, 山城一雄, 田中亮太, 卜部貴夫, 服部信孝. 脳

虚血後 peri-infarct area における Semaphorin 3A と神経再生に関する検討. 第 27 回日本脳循環

代謝学会総会, 2015（10 月・富山） 

柿木隆介  
219. 柿木隆介. 痛みと痒みの脳内認知機構. 第 42 回日本脳科学会, 2015（11 月・宮崎）  
220. 柿木隆介. 痒みと痛みの脳内認知機構. 第 25 回日本磁気歯科学会, 2015（11 月・東京）   

 

松田浩珍 
221. 安藤 泉, 唐澤 薫, 松田浩珍, 田中あかね. イヌにおける外部刺激に誘引される血清マグネシ

ウム（Mg）の変動. 第 158 回日本獣医学会学術集会, 2015（9 月・青森） 
222. 辻野久美子, 美船有紀, 清水孝恵, 足立直紀, 松田浩珍, 日笠喜朗. アトピー性皮膚炎（AD）

自然発症モデル NC/Tnd マウスの養育放棄モデルとしての可能性. 第 158 回日本獣医学会学術

集会, 2015（9 月・青森） 
223. 張 孝善, 種田久美子, 松田浩珍, 田中あかね. アトピー性皮膚炎モデルマウスにおける皮膚 pH

調節因子の解析. 第 158 回日本獣医学会学術集会, 2015（9 月・青森） 
224. 雨貝陽介, 松田浩珍, 田中あかね. 細胞外ドメインの点変異による KIT 活性化機構の解析. 第

158 回日本獣医学会学術集会, 2015（9 月・青森） 
225. 松田浩珍. アトピー性皮膚炎の新しい治療戦略−高純度軟化水による皮膚バリア修復−. 日本比

較臨床医学会, 2015（3 月・東京） 
平林義雄 
226. 長塚靖子, Peter Greimel, 清水知佳, 佐々貴之, 中嶋和紀, 平林義雄. UGGT は小胞体ストレ

スに応答してホスファチジルグルコシドを合成する. 第 88 回日本生化学会, 2015（12 月・兵庫） 
227. 中嶋和紀, 長塚靖子, 中山仁志, 岩渕和久, 平林義雄. LC-Ion mobility-ESI-MS/MS によるホ

スファチジルグルコシド代謝物の高感度・高選択的定量法. 第 34 回日本糖質学会年会, 2015（7
月・東京） 

山口重樹 
228. 長嶋祥子, 山口重樹, 濱口眞輔, 木村嘉之, 高薄敏史, 寺島哲二. T 間隔および QT dispersion

におよぼす筋弛緩回復薬の影響について. 第 22 回日本静脈麻酔学会, 2015（11 月・東京） 
229. 長嶋祥子 , 山口重樹 , 濱口眞輔 , 木村嘉之 , 高薄敏史 , 寺島哲二 . QT 間隔および QT 

dispersion におよぼすスガマデクスの影響について. 日本蘇生学会 第 34 回大会, 2015（11 月・秋

田） 
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230. 矢崎美和, 木村嘉之, 永尾 勝, 濱口眞輔, 山口重樹. 帝王切開術中にアナフィラキシーを起こ

した 1 症例. 第 119 回日本産科麻酔学会, 2015（11 月・東京） 
231. 山口重樹. 緩和における新しいオピオイドの使い方～フェンタニル口腔内吸収製剤と突出痛を理

解する～. 日本臨床麻酔学会第 35 回大会, 2015（10 月・神奈川） 
2014 
髙森建二 
232. Tominaga M, Akiyama T, Carstens MI, Carstens E, Takamori K. Analysis of spinal 

neurotransmitters in histaminergic and non-histaminergic itch. 第 39 回日本研究皮膚科学会, 
2014（12 月・大阪） 

233. Kamata Y, Kimura U, Matsuda H, Tengara S, Iizumi K, Tominaga M, Takamori K. Roles of 
granzyame A in pathology of patients with atopic dermatitis. 第 39 回日本研究皮膚科学会, 2014
（12 月・大阪）  

234. Ko KC, Tominaga M, Kamata Y, Umehara Y, Takamori K. Role of cyclosporine A in inhibitory 
mechanism of pruritus in atopic dermatitis. 第 39 回日本研究皮膚科学会, 2014（12 月・大阪） 

235. Umehara Y, Kamata Y, Tominaga M, Niyonsaba F, Takamori K. Effects of antimicrobial peptides 
on semaphorin 3A expression in normal human epidermal keratinocytes. 第 39 回日本研究皮膚

科学会, 2014（12 月・大阪） 
236. Kamo A, Tominaga M, Kamata Y, Kaneda K, Ko KC, Matsuda H, Kimura U, Takamori K. 

Irradiation of excimer lamp induces intraepidermal nerve degeneration and inhibits itch-related 
behavior in a dry-skin mouse model. 第 39 回日本研究皮膚科学会, 2014（12 月・大阪） 

237. 髙森建二. 膿疱性乾癬に対する顆粒球吸着除去療法. 第 133 回浦安皮膚懇話会, 2014（12 月・

浦安） 
238. 髙森建二. アトピー性皮膚炎のかゆみを制御する. 第 44 回日本皮膚アレルギー・接触皮膚炎学

会総会学術大会, 2014（11 月・仙台） 
239. 髙森建二. 食物アレルギー；フルーツ系,OAS. 第 44 回日本皮膚アレルギー・接触皮膚炎学会総

会学術大会, 2014（11 月・仙台） 
240. 加茂敦子, 冨永光俊, 髙森建二. 表皮内神経線維に対する紫外線療法エキシマランプ照射の影

響―難治性痒み治療としての有用性の検討―. 第 13 回コ・メディカル形態機能学会, 2014（11
月・仙台） 

241. 冨永光俊, 髙森建二. 皮膚のかゆみの発生機序と制御―特に、アトピー性皮膚炎に関して―. 第

7 回セラミド研究会, 2014（10 月・東京） 
242. 髙森建二. アトピー性皮膚炎のかゆみを科学する. お江戸城東デルマ会, 2014（10 月・東京） 
243. Umehara Y, Kamata Y, Tominnaga M, Niyonsaba F, Takamori K. Antimicrobial peptide LL-37 

induces semaphorin 3A in normal human epidermal keratinocytes. 第 24 回国際かゆみシンポジウ

ム, 2014（10 月・東京） 
244. Ko KC, Tominaga M, Kamata Y, Umehara Y, Takamori K. Antipruritic mechanisms of 

cyclosporine A in atopic dermatitis mouse. 第 24 回国際かゆみシンポジウム, 2014（10 月・東京） 
245. 髙森建二. かゆみのメカニズム. 第 29 回日本乾癬学会学術大会, 2014（9 月・高知） 
246. 鎌田弥生, 木村有太子, Suhandy Tengara, 加茂敦子, 冨永光俊, 髙森建二. アトピー性皮膚炎

の難治性痒み発現におけるグランザイム A の役割. 第 19 回日本病態プロテアーゼ学会, 2014（8
月・大阪） 

247. 冨永光俊, 穐山 祐, Earl Carstens, 髙森建二. 脊髄におけるかゆみの神経伝達機構の解明. 平
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成 26 年度生理学若手研究者フォーラム, 2014（7 月・東京） 

248. 髙森建二. 内科疾患における皮膚障害. タリオン皮膚科学術講演会, 2014（7 月・大阪） 
249. 髙森建二. QOL に基づいた乾癬治療の構築～将来の展望も含めて～. 第 398 回日本皮膚科学

会北海道地方会, 2014（6 月・旭川） 
250. 髙森建二. 症例から学ぶ小児アトピー性皮膚炎の積極的治療の有効性と安全性. 第 38 回日本

小児皮膚科学会学術大会, 2014（6 月・東京） 
251. 日野治子, 髙森建二. 健全な肉体、健全な精神をつくるには？ 日本皮膚科学会東京支部, 

2014（2 月・東京） 
252. 髙森建二. 透析. 第一回筑紫透析フォーラム, 2014（1 月・福岡） 
253. 髙森建二. 透析の伴いかゆみを制御する. 富山透析そう痒症フォーラム, 2014（1 月・富山） 
横溝岳彦 
254. Sasaki F, Koga T, Saeki K, Okuno T, Yokomizo T. Leukotriene B4 receptor 1 signaling promotes 

neovascular age-related macular degeneration. 第 43 回日本免疫学会総会, 2014（12 月・東京） 
255. 市木貴子, 古賀友紹, 奥野利明, 阪口政清, 横溝岳彦. ロイコトリエン B4 第一受容体 BLT1 と

RAGE の相互作用. 第 11 回東京呼吸器リサーチフォーラム, 2014（11 月・東京） 
256. 横溝岳彦. 古くて新しい生理活性脂質 12-HHT の機能. 8th Metabolic Research Cutting Edge, 

2014（11 月・東京） 
257. 佐伯和子, Liu M, 横溝岳彦. アスピリンによる皮膚創傷治癒の遅延は 12-HHT 産生低下によって

引き起こされる. 第 87 回日本生化学会大会, 2014（10 月・京都） 
258. 古賀友紹, 佐々木文之, 佐伯和子, 市木貴子, 奥野利明, 横溝岳彦. ロイコトリエン B4 第一受

容体 BLT1 陽性樹状細胞は Th1 分化誘導を促進する. 第 87 回日本生化学会大会, 2014（10 月・

京都） 
259. 城(渡辺)愛理, 大瀬貴元, 西松寛明, 高橋政夫, 池田洋一郎, 和田健彦, 白河潤一, 永井竜

児, 宮田敏男, 長野哲雄, 横溝岳彦, 平田恭信, 稲城玲子, 南学正臣. 糖化抑制酵素 GLO1
は加齢に伴う内皮機能障害を軽減する. 第 87 回日本生化学会大会, 2014（10 月・京都） 

260. 岩本 怜, 古賀友紹, Liu M, 奥野利明, 松田 彰, 村上 晶, 横溝岳彦. ロイコトリエン B4 第二受

容体 BLT2 の角膜創傷治癒における役割. 第 87 回日本生化学会大会, 2014（10 月・京都） 
261. 市木貴子, 古賀友紹, 奥野利明, 阪口政清, 横溝岳彦. ロイコトリエン B4 第一受容体 BLT1 と

RAGE の相互作用. 第 87 回日本生化学会大会, 2014（10 月・京都） 
262. 横溝岳彦. 12-HHT 受容体 BLT2 は皮膚創傷治癒を促進する. 第 87 回日本生化学会大会シン

ポジウム, 2014（10 月・京都） 
263. 石井由美子, 佐伯和子, Liu M, 奥野利明, 横溝岳彦. 上皮細胞間接着におけるロイコトリエンＢ4

第二受容体(BLT2)の役割の解明. 第 87 回日本生化学会大会, 2014（10 月・京都） 
264. 重松美沙子, 古賀友紹, 奥野利明, 佐伯和子, 横溝岳彦. Pneumolysin 誘導性急性肺傷害モデ

ルにおける BLT2 の肺保護作用. 第 87 回日本生化学会大会, 2014（10 月・京都） 
265. 高橋七瀬, 奥野利明, 大塲麻生, 牧野真太郎, 竹田省, 横溝岳彦. 質量分析計を用いた妊産

婦血中エイコサノイドの測定. 第 87 回日本生化学会大会, 2014（10 月・京都） 
266. 古賀友紹, 佐々木文之, 佐伯和子, 奥野利明, 横溝岳彦. 新規樹状細胞サブセットマーカー分

子としてのロイコトリエン B4 受容体. 第 35 回日本炎症・再生学会(シンポジウム), 2014（7 月・沖縄） 
267. 古賀友紹, 佐々木文之, 佐伯和子, 市木貴子, 奥野利明, 横溝岳彦. 新規樹状細胞サブセット

マーカー分子としてのロイコトリエン B4 受容体. 第 35 回日本炎症・再生学会(シンポジウム), 2014
（7 月・沖縄） 
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268. 横溝岳彦. 生理活性脂質と免疫・炎症・組織修復. 第 35 回日本炎症・再生学会(教育講演), 

2014（7 月・沖縄） 
269. 横溝岳彦. 生理活性脂質と皮膚創傷治癒. ライブコンテントイメージングセミナー2014, 2014（6

月・東京） 
270. 横溝岳彦. 皮膚創傷治癒における 12-HHT 受容体 BLT2 の役割. 第 56 回日本脂質生化学会, 

2014（6 月・大阪） 
271. Liu M, Saeki K, Okuno T, Koga T, Sugimoto Y, Yokomizo T. Crucial role of the 12-HHT receptor 

BLT2 in epidermal wound healing. 第 11 回 GPCR 研究会, 2014（5 月・東京） 
272. 市木貴子, 佐々木文之, 横溝岳彦. 高感度 FLAG 抗体 2H8 と磁性微粒子を用いた高純度

GPCR 免疫沈法. 第 11 回 GPCR 研究会, 2014（5 月・東京） 
273. 石井由美子, 佐伯和子, Min L, 奥野利明, 横溝岳彦. ロイコトリエン B4 第二受容体（BLT2）によ

る細胞間接着増強作用. 平成 26 年度日本生化学会九州支部例会, 2014（5 月・福岡） 
274. 古賀友紹, 佐々木文之, 佐伯和子, 奥野利明, 横溝岳彦. 新規樹状細胞サブセットマーカー分

子としてのロイコトリエン B4 受容体. 第 134 回日本薬学会, 2014（3 月・熊本） 
275. 奥野利明, 劉 珉, 佐伯和子, 松延武彦, 横溝岳彦. 12-HHT 受容体 BLT2 の上皮保護作用. 

第 134 回日本薬学会, 2014（3 月・熊本） 
276. 横溝岳彦. 生理活性脂質受容体の皮膚創傷治癒における役割. 第 2 回ケラチノサイトと免疫を勉

強する会, 2014（3 月・東京） 
 
長岡 功 
277. 鈴木 香, 村上泰介, 胡 忠双, 細田浩司, 長岡 功. Cathelicidin ファミリーの抗菌ペプチド LL-37

によるエンドトキシン除去作用. 第 20 回日本エンドトキシン・自然免疫研究会 プログラム・抄録集

45, 2014（12 月・東京） 
278. 染谷明正, 坂本廣司, 長岡 功. グルコサミンによる転写因子 Sp1 の糖鎖修飾を介した IL-8 産生

制御機構. 日本機能性食品医用学会誌 5: 445. 第 12 回日本機能性食品医用学会総会, 2014
（12 月・東京） 

279. 五十嵐庸, 鈴木 香, 坂本廣司, 長岡 功. グルコサミンおよび N-アセチルグルコサミンは軟骨細

胞においてサーチュイン 1 の遺伝子発現を亢進する. 日本機能性食品医用学会誌 5: 466. 第 12
回日本機能性食品医用学会総会, 2014（12 月・京都） 

280. 胡 忠双, 村上泰介, 鈴木 香, 田村弘志, 長岡 功. 抗菌ペプチド LL-37 によるマクロファージの

ピロトーシス制御. 第 20 回日本エンドトキシン・自然免疫研究会 プログラム・抄録集 22, 2014（12
月・東京） 

281. 多田浩之, 松下健二, 長岡 功, 高田春比古. Porphyromonas gingivalis ジンジパインは IL-33 誘

導を介してヒト歯肉上皮細胞の CAP18/LL-37 産生をダウンレギュレーションする. 第 20 回日本エ

ンドトキシン・自然免疫研究会 プログラム・抄録集: 52, 2014（12 月・東京） 
282. 長岡 功. 機能性ペプチド（特に生体防御ペプチド）の構造と多様性. ペプチド研究の新潮流. “未

来へのバイオ技術”勉強会. バイオインダストリー協会（JBA）バイオセミナーシリーズ, 2014（11 月・

東京） 
283. 長岡 功, 鈴木 香. ヒト抗菌ペプチド LL-37 による血管内皮細胞の LPS に対する反応性の制御. 

第 1 回日本血管血流学会学術集会 抄録集 3, 2014（11 月・東京） 
284. 五十嵐庸, 鈴木 香, 坂本廣司, 長岡 功. グルコサミンおよび N-アセチルグルコサミンは軟骨細

胞においてサーチュイン 1 の遺伝子発現を増加する. 第 21 回日本未病システム学会学術総会 
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抄録集 94, 2014（11 月・大阪） 

285. 染谷明正, 坂本廣司, 長岡 功. 滑膜細胞におけるグルコサミンによる転写因子 Sp1 の制御機構

について. 第 21 回日本未病システム学会学術総会 抄録集 114, 2014（11 月・大阪） 
286. 山岸淑恵, 今井乾介, 長尾淳二, 長岡 功. 滑膜細胞に対するグルコサミンをはじめとする機能

性素材の抗炎症作用の評価. 第 21 回日本未病システム学会学術総会 抄録集 115, 2014（11
月・大阪） 

287. 鶴田暁史, 長岡 功. 女性アスリートに対するゼリードリンク型食品の効果. 第 21 回日本未病シス

テム学会学術総会 抄録集 121, 2014（11 月・大阪） 
288. 蓬田 伸, 染谷明正, 菅野秀一, 冨澤亜也子, 長岡 功, 石川正明. 抗がん剤耐性細胞におけ

るグアニンヌクレオチド交換タンパク質（guanine nucleotide-exchange protein; GEP）の役割. 生化

学 86: 130. 第 87 回日本生化学会大会, 2014（10 月・京都） 
289. 染谷明正, 坂本廣司, 長岡 功, 石川正明. グルコサミンによる O-N-アセチルグルコサミン修飾を

介した転写因子 Sp1 の制御機構について. 生化学 86: 158. 第 87 回日本生化学会大会, 2014
（10 月・京都） 

290. 五十嵐 庸, 鈴木 香, 坂本廣司, 長岡 功. グルコサミンおよび N-アセチルグルコサミンは軟骨

細胞においてサーチュイン 1 の遺伝子発現を亢進する. 生化学 86: 158. 第 87 回日本生化学会

大会, 2014（10 月・京都） 
291. 細田浩司, 田村弘志, 長岡 功. C/EBP 転写調節遺伝子群によるヒト単球・マクロファージ系細胞

における TREM-1 の転写制御. 生化学 86: 187. 第 87 回日本生化学会大会, 2014（10 月・京都） 
292. 村上泰介, 田村弘志, 長岡 功. LPS 刺激によるマクロファージ細胞からの HMGN1 の放出機構. 

生化学 86: 188. 第 87 回日本生化学会大会, 2014（10 月・京都） 
293. 鈴木 香, 胡 忠双, 田村弘志, 長岡 功. 血管内皮細胞による LPS の取り込みに対するヒト抗菌

ペプチド LL-37 の促進作用. 第 61 回トキシンシンポジウム予稿集, 68-72. 2014（9 月・鳴門） 
294. 胡 忠双, 村上泰介, 鈴木 香, 田村弘志, 長岡 功. 抗菌ペプチド LL-37 によるマクロファージの

細胞死ピロトーシスの制御. 第 61 回トキシンシンポジウム予稿集 41-43, 2014（9 月・鳴門） 
295. 染谷明正, 坂本廣司, 長岡 功. グルコサミンは転写因子Sp1の細胞内局在性を0-N-アセチルグ

ルコサミン修飾を介して調節する. キチン・キトサン研究 20: 170. 第 28 回キチン・キトサンシンポジ

ウム, 2014（8 月・東京） 
296. 長岡 功. グルコサミンと健康. 第 28 回キチン・キトサンシンポジウム ランチョンセミナー, 2014（8

月・東京） 
297. 五十嵐庸, 鈴木 香, 坂本廣司, 長岡 功. グルコサミンおよび N-アセチルグルコサミンは軟骨細

胞においてサーチュイン 1 の遺伝子発現を亢進する. キチン・キトサン研究 20: 171. 第 28 回キチ

ン・キトサンシンポジウム, 2014（8 月・東京） 
298. 胡 忠双, 村上泰介, 鈴木 香, 田村弘志, 長岡 功. マクロファージの pyroptosis に対する抗菌

ペプチド LL-37 の効果. 第 23 回日本 Cell Death 学会学術集会プログラム・抄録集 59, 2014（7
月・東京） 

299. Hu Z, Murakami T, Suzuki K, Tamura H, Nagaoka. The effects of LL-37 on the LPS/ATP-induced 
pyroprosis of macrophages and a murine sepsis model. 日本細菌学会雑誌 69: 137. 第 87 回日

本細菌学会総会, 2014（3 月・東京） 
300. Suzuki K, Nagaoka I. Antimicrobial peptide LL-37 enhances the LPS uptake without cell 

activation in endothelial cells. 日本細菌学会雑誌 69: 185. 第 87 回日本細菌学会総会, 2014（3
月・東京） 
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301. 牧野聖也, 池上秀二, 狩野 宏, 浅見幸夫, 伊藤裕之, 鈴木良雄, 河合祥雄, 澤木啓祐, 長岡 

功, 竹田和由, 奥村 康. 1073R-1 乳酸菌で発酵したヨーグルトの摂取がインフルエンザ特異的抗

体価に与える影響. 日本農芸化学会 2014 年度大会 「2014 年度産学官学術交流委員会フォー

ラム」, 2014（3 月・川崎） 
302. 五十嵐庸, 鈴木 香, 坂本廣司, 長岡 功. グルコサミンおよび N-アセチルグルコサミンは軟骨細

胞においてサーチュイン１の遺伝子発現を亢進する. 第 10 回グルコサミン研究会学術集会プログ

ラム 18. 第 10 回グルコサミン研究会学術集会, 2014（2 月・東京） 
森本幾夫 
303. 大沼 圭, 斉藤辰彦, 波多野良, 岩田哲史, 鈴木博史, 森本幾夫. DPP4 阻害剤の服用によって

誘発される多関節症とそのバイオマーカー. 第 58 回日本リウマチ学会学術集会, 2014（4 月・東

京）  
304. 波多野良, 大沼 圭, 岩田哲史, 石井智徳, 関川 巖, 森本幾夫. IL-10 産生誘導による CD26

共刺激経路の negative feedback 機構の解析. 第 58 回日本リウマチ学会学術集会, 2014（4 月・

東京） 
樋野興夫 
305. 樋野興夫. 環境発がん分子診断マーカーと治療法の開発. 第 73 回日本癌学会学術総会, 2014

（9 月・横浜） 
306. 小橋（張）丹青, 小林敏之, 樋野興夫. 脂質ラフトにおけるシグナル伝達に関わる Erc/mesothelin

の役割. 第 73 回日本癌学会学術総会, 2014（9 月・横浜）  
307. 佐伯春美, 梶野一徳, 樋野興夫. 子宮内膜癌におけるミスマッチ修復遺伝子発現の検討—免疫

組織化学染色の有用性—. 第 73 回日本癌学会学術総会, 2014（9 月・横浜）  
308. 小林敏之, 小橋（張）丹青, 江花弘基, 瀬山邦明, 高橋和久, 樋野興夫. Folliculin における

Txnip 発現誘導とストレス応答制御. 第 73 回日本癌学会学術総会, 2014（9 月・横浜）  
309. 水谷奈津子, 松岡周二, 梶野一徳, 脇屋 緑, 樋野興夫. 悪性中皮腫に対する新規治療抗体

の樹立. 第 73 回日本癌学会学術総会, 2014（9 月・横浜）  
310. 河野春奈, 伊藤敬孝, 堀江重郎, 小林敏之, 樋野興夫. Tsc2 欠損胚性幹細胞の遺伝子発現異

常. 第 73 回日本癌学会学術総会, 2014（9 月・横浜） 
311. Okazawa Y, Mizukoshi K, Komiyama H, Fujii T, Goto M, Habu S, Hino O, Sakamoto K, Orimo A. 

The subsequent epithelial-mesenchymal and mesenchymal-epithelial transition model barely 
depicts colon cancer metastasis. 第 73 回日本癌学会学術総会, 2014（9 月・横浜） 

312. Matsumura Y, Ito Y, Wali N, Mogushi K, Terao Y, Takeda S, Okumura K, Takeda K, Hino O, 
Orimo A. Carcinoma-associated fibroblasts convert barely metastatic human breast cancer cells to 
highly metastatic cancer cells. 第 73 回日本癌学会学術総会, 2014（9 月・横浜） 

313. 樋野興夫. 医師の 2 つの使命〜がん哲学外来〜. 第 103 回日本病理学会総会 ワークショップ, 
2014（4 月・広島） 

314. 樋野興夫. 病理学〜過渡期の指導原理と新時代の形成力〜. 第 103 回日本病理学会総会 特

別企画, 2014（4 月・広島） 
315. 堀本義哉, 平 郁, 荒川 敦, 氷室貴規, 徳田惠美, 樋野興夫, 齋藤光江. 乳癌リンパ節転移巣

における化学療法効果の重要性. 第 103 回日本病理学会総会, 2014（4 月・広島） 
櫻井 隆 
316. 上窪裕二, 坂入伯駿, 田端俊英, 櫻井 隆. アデノシン A1 受容体と代謝型グルタミン酸受容体の

複合体形成と機能的相互作用. 第 131 回日本薬理学会関東部会, 2014（10 月・横浜） 
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317. 上窪裕二, 樫山 拓，櫻井 隆. アデノシン A1 受容体と代謝型グルタミン酸受容体（mGluR1）の

相互作用による小脳シナプス可塑性の制御. 第 87 回日本薬理学会年会, 2014（3 月・宮城） 
山倉文幸 
318. 川崎広明, 馬場 猛, 松本綾子, 飯泉恭一, 池田啓一, 髙森建二, 山倉文幸. 2 型糖尿病モデ

ルマウスにおける 6-トロトリプトファンの生体内生成. 第 36 回日本トリプトファン研究会学術集会, 
2014（10 月・旭川） 

319. 飯泉恭一, 冨永光俊, 川崎広明, 重永綾子, 加茂敦子, 鎌田弥生, 髙森建二, 山倉文幸. 6-ト
ロトリプトファンの血漿バイオマーカーとしての可能性－アトピー性皮膚炎－. 第36 回日本トリプトファ

ン研究会学術集会, 2014（10 月・旭川） 
320. 川崎広明, 池田雅彦, 酒居一雄, 重永綾子, 飯泉恭一, 宇田宗弘, 馬場 猛, 髙森建二, 山倉

文幸. 脳卒中易発性高血圧自然発症ラット SHR-SP での 6-ニトロトリプトファン生成～タンパク質機

能傷害と病態形成の関連性の解明～. 第 14 回日本 NO 学会学術集会, 2014（5 月・佐賀） 
岩渕和久 
321. 中山仁志, 玉木友樹, ﾙｰﾃﾞｨ ﾁﾐﾝﾁ ｲｷｬﾛﾝｺﾞ ﾎﾞ ﾗｳｪﾚ, 岩渕和久. ヒト好中球における CD14 

依存性 LPS シグナルはラクトシルセラミドのマイクロドメインにより仲介される. 第 7 回セラミド研究

会，2014（10 月・東京） 
322. 中山仁志, 玉木友樹, ﾙｰﾃﾞｨ ﾁﾐﾝﾁ ｲｷｬﾛﾝｺﾞ ﾎﾞ ﾗｳｪﾚ, 栗原秀剛, 岩渕和久. リポ多糖はヒト

好中球におけるラクトシルセラミドを介したシグナル伝達機構を活性化する. 第 87 回日本生化学

会，2014（10 月・京都） 
323. 岩渕和久, 玉木友樹, 増田浩美, 松本 亮, 中山仁志, 小林俊秀, 石井久美子, 早川智広, 

小川秀興, 髙森建二. 抗体や毒素を用いた糖脂質膜マイクロドメインの構造と機能解析について. 
第 33 回日本糖質学会, 2014（8 月・名古屋） 

324. 岩渕和久. ラクトシルセラミドの膜ドメインの情報伝達機構について. 第 9 回スフィンゴテラピー研究

会, 2014（7 月・金沢） 
325. 岩渕和久, 中山仁志, 松本 亮, 増田浩美, 柳田光昭, 加賀直子, 小林俊秀, 早川智宏, 石井 

久美子, 小川秀興, 髙森 建二. マウス好中球におけるラクトシルセラミドの膜マイクロドメインにつ

いて. 第 56 回日本脂質生化学会大会, 2014（6 月・大阪） 
326. 中山仁志, 岩渕和久. 病原性抗酸菌によるラクトシルセラミドを利用した食胞成熟回避機構につ

いて. 難治疾患共同研究拠点集会「糖鎖免疫 Glyco-Immunology 2014」, 2014（2 月・東京） 
327. 岩渕和久, 中山仁志. 病原関連分子パターン（PAMPS）とラクトシルセラミドとの糖鎖-糖鎖相互作

用を介した感染・生体防御機構. 難治疾患共同研究拠点集会「糖鎖免疫 Glyco-Immunology 
2014」, 2014（2 月・東京） 

328. 岩渕和久, 中山仁志. 病原関連分子パターン（PAMPS）とラクトシルセラミドとの糖鎖-糖鎖相互作

用を介した感染・生体防御機構. 難治疾患共同研究拠点集会「糖鎖免疫 Glyco-Immunology 
2014」, 2014（2 月・東京） 

卜部貴夫 
329. 上野祐司, 小池正人, 島田佳明, 志村秀樹, 内山安男, 卜部貴夫, 服部信孝. ラット慢性脳虚

血における L-carnitine は軸索再生を促進させ脳白質を保護する. 第 55 回日本神経学会学術集

会, 2014（5 月・博多）  
330. 三島有美子, 宮元伸和, 田中亮太, 大石英則, 新井 一, 服部信孝, 下澤達雄, 卜部貴夫. ア

ドレノメデュリンノックアウトマウスを用いた慢性脳低灌流モデルにおける虚血性白質障害の検討. 
第 39 回日本脳卒中学会総会, 2014（3 月・大阪） 
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松田浩珍 
331. Tanaka A, Matsuda H, et al. Involvement of skin surface pH on development of atopic dermatitis. 

日本研究皮膚科学会, 2014（12 月・大阪） 
332. 松田浩珍, 田中あかね. 皮膚 pH の変化と皮膚バリア損傷との関連. 日本獣医学会学術集会, 

2014（9 月・札幌） 
山口重樹 
333. 山口重樹. 予後予測が困難な非がんの終末期とこれからの緩和医療. 第 8 回日本緩和医療薬

学会年会, 2014（10 月・愛媛） 
334. 山口重樹. 鎮痛薬としてのアセトアミノフェンの役割. 第 42 回 日本歯科麻酔学会総会・学術集

会, 2014（10 月・新潟） 
335. 山口重樹. アセトアミノフェン再考～静注剤の登場. 日本小児麻酔学会第 20 回大会, 2014（9 月・

札幌） 
336. 山口重樹. アセトアミノフェンの新たな展開. 第 52 回日本癌治療学会学術集会, 2014（8 月・横

浜） 
337. 大谷太郎, 山口重樹, 濱口眞輔. 超音波ガイド下治療と教育 医学生や研修医たちに向けた超

音波ガイド下治療のすゝめ. 日本ペインクリニック学会第 48 回大会, 2014（7 月・東京） 
338. 山口重樹. 神経障害性疼痛の治療 神経障害性疼痛に対するオピオイド鎮痛薬の新たな展開. 

日本ペインクリニック学会第 48 回大会, 2014（7 月・東京） 
339. 山口重樹, Donald R. Taylor. 慢性痛のオピオイド治療. 日本ペインクリニック学会第 48 回大会, 

2014（7 月・東京） 
340. 山口重樹. 電気けいれん療法(ECT)の麻酔：最新のトレンドーECT 麻酔と不整脈―. 日本麻酔科

学会. 第 61 回学術集会, 2014（5 月・横浜） 
341. 山口重樹. 麻酔の安全性を向上させる最新テクノロジー ―ごみから医療安全：使用済注射薬自

動認識システムを用いた麻酔記録記載漏れ防止の試みー. 日本麻酔科学会第 61 回学術集会, 
2014（5 月・横浜） 

342. 山口重樹. リウマチ性疾患の疼痛マネージメント リウマチ性疾患の痛みに対する薬物療法. 第 58
回日本リウマチ学会総会・学術集会, 2014（4 月・東京） 

343. 山口重樹. 帝王切開術に対する脊髄くも膜下硬膜外併用麻酔について. 第一回日本区域麻酔

学会, 2014（4 月・岡山） 
344. 山口重樹. オピオイド鎮痛薬の現況と今後：適正使用を考える. 第 43 回日本慢性疼痛学会, 

2014（2 月・横浜） 
345. 山口重樹. オピオイド治療中患者における周術期管理の問題点：症例を通じて. 第 26 回日本老

年麻酔学会, 2014（2 月・東京） 
2013 
髙森建二 
346. 冨永光俊, 髙森建二. アトピー性皮膚炎―かゆみのメカニズム―. 第 43 回日本皮膚アレルギー・

接触皮膚炎学会ランチョンセミナー, 2013（12 月・金沢） 
347. 髙森建二. 感染症. 第 64 回日本皮膚科学会中部支部学術大会, 2013（11 月・名古屋） 
348. 髙森建二. 透析そう痒症はなぜ痒い―メカニズムと対策―. 青森レミッチ講演会, 2013（9 月・青

森） 
349. 髙森建二. かゆみの病態と治療の最近の話題―特にアトピー性皮膚炎のかゆみのメカニズムと対

策について―. 第 63 回関東耳鼻咽喉科アレルギー懇話会, 2013（9 月・東京） 
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350. 髙森建二. 小児アトピー性皮膚炎における積極的な治療介入の有用性. 第 37 回日本小児皮膚

科学会学術大会モーニングセミナー, 2013（7 月・東京） 
351. 髙森建二. 透析そう痒い症はなぜ痒い. 透析患者のかゆみを考える夕べ, 2013（7 月・山形） 
352. 髙森建二. 皮膚研究の最前線～皮膚のバリア機能の解明は皮膚所見の見方をどう変えたか～. 

日本透析学会, 2013（6 月・福岡） 
353. 冨永光俊, 髙森建二. かゆみと皮膚―セマフォリン他について―. 第 112 回日本皮膚科学会総

会, 2013（6 月・横浜） 
354. 髙森建二. かゆみのメカニズムと制御―保湿剤の有効性―. 第112回日本皮膚科学会総会教育

講演 30. 2013（6 月・横浜） 
横溝岳彦 
355. Koga T, Sasaki F, Saeki K, Ichiki T, Okuno T, Yokomizo T. BLT1 defines a DC1 subset that 

induces Th1 differentiation by releasing IL-12p35. 第 42 回日本免疫学会, 2013（12 月・千葉） 
356. Sasaki F, Koga T, Saeki K, Okuno T, Yokomizo T. Physiological and pathological roles of 

leukotriene B4 receptor 1 in M2 macrophages. 第 42 回日本免疫学会, 2013（12 月・千葉） 
357. 横溝岳彦. 第一世代の脂質メディエーター：エイコサノイドと疾患. 第 3 回都医学研シンポジウム, 

2013（11 月・東京） 
358. 佐々木文之, 池田恒基, 上野あゆみ, 佐伯和子, 奥野利明, 古賀友紹, 横溝岳彦. マウス

BLT1 および DYKDDDDK 配列に対して高親和性を有するヒト化単クローン抗体の樹立. 第 86 回

日本生化学会大会, 2013（9 月・横浜） 
359. 奥野利明, 松延武彦, 横溝岳彦. トロンボキサン合成酵素非依存的な 12-HHT 産生機構. 第 86

回日本生化学会大会, 2013（9 月・横浜） 
360. 石井由美子, 佐伯和子, Min L, 奥野利明, 横溝岳彦. ロイコトリエン B4 第二受容体(BLT2)の細

胞接着形成における役割. 第 86 回日本生化学会大会, 2013（9 月・横浜） 
361. 重松美沙子, 古賀友紹, 佐伯和子, 横溝岳彦. 急性肺損傷モデルにおける BLT2)の肺保護作

用. 第 86 回日本生化学会大会, 2013（9 月・横浜） 
362. 横溝岳彦. 生理活性脂質産生を介した血小板の新しい機能. 第 14 回 Pharmaco-Hematology シ

ンポジウム, 2013（6 月・東京） 
363. Liu M, 佐伯和子, 松延武彦, 奥野利明, 中溝聡, 椛島健治, 横溝岳彦. ロイコトリエン B4 第二

受容体(BLT2)の皮膚創傷治癒における促進的役割. 第 55 回日本脂質生化学会, 2013（6 月・松

島） 
364. 古賀友紹, 佐々木文之, 佐伯和子, 奥野利明, 横溝岳彦. 新規樹状細胞サブセットマーカーとし

ての BLT1 受容体. 第 55 回日本脂質生化学会, 2013（6 月・松島） 
長岡 功 
365. 長岡 功. 新活乳酸菌 NN12 について. 第二回新活乳酸菌 NN12 研究発表会, 2013（12 月・東

京） 
366. 五十嵐庸, 鈴木 香, 坂本廣司, 長岡 功. サーチュイン 1 は軟骨細胞におけるグルコサミンの標

的遺伝子である. 日本機能性食品医用学会誌 8: 109. 第 11 回日本機能性食品医用学会総会, 
2013（12 月・東京） 

367. 胡 忠双, 村上泰介, 鈴木 香, 田村弘志, 長岡 功. LPS/ATP で誘導されるピロトーシスに対する

抗菌ペプチド LL-37 の効果と作用機構. 第 19 回日本エンドトキシン・自然免疫研究会 プログラム・

抄録集 30. 2013（12 月・滋賀） 
368. 長岡 功. ロコモティブシンドロームの予防と対策 ～食品成分を用いた評価～お茶の水がん学ア
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カデミア第 99 回集会, 2013（11 月・東京） 

369. 長岡 功. サプリメントと変形性関節症. 第 20 回日本未病システム学会学術総会 抄録集 86. 
2013（11 月・東京） 

370. 牧野聖也, 池上秀二, 狩野 宏, 浅見幸夫, 伊藤裕之, 鈴木良雄, 河合祥雄, 澤木啓祐, 長岡 

功, 竹田和由, 奥村 康. 1073R-1 乳酸菌で発酵したヨーグルトの摂取がインフルエンザ特異的抗

体価に与える影響. 第 41 回日本臨床免疫学会総会, 2013（11 月・下関） 
371. 胡 忠双, 村上泰介, 鈴木 香, 田村弘志, 長岡 功. マクロファージ系細胞のピロトーシスに対す

る抗菌ペプチド LL-37 の制御作用. 第 13 回日本 AS 学会/第 7 回日本血流血管学会 合同学術

集会, プログラム抄録集 21. 2013（11 月・東京） 
372. 五十嵐庸, 鈴木 香, 坂本廣司, 長岡 功. サーチュイン 1 は軟骨細胞におけるグルコサミンの標

的遺伝子である. 第 20 回日本未病システム学会学術総会 抄録集 118. 2013（11 月・東京） 
373. 長岡 功, 鈴木朝日, 黒川美保子, 朝長昭仁, 渡邉景太, 山本哲郎. コラーゲン含有ペプチドの

膝関節痛と各種軟骨マーカーに対する効果. 第 20 回日本未病システム学会学術総会 抄録集

137. 2013（11 月・東京） 
374. 斉木彩乃, 加賀出穂, 信夫 正, 澤田陽子, 元島義輔, 五十嵐庸, 長岡 功. 滑膜細胞の炎症

応答に対するグルコサミンとリンゴポリフェノールの影響. 第 20 回日本未病システム学会学術総会 
抄録集 139. 2013（11 月・東京） 

375. 染谷明正, 坂本廣司, 長岡 功. グルコサミンは転写因子Sp1のO-N-アセチル修飾を介して IL-8
の発現を抑制する. 第 20 回日本未病システム学会学術総会 抄録集 138. 2013（11 月・東京） 

376. 牧野聖也, 池上秀二, 狩野 宏, 浅見幸夫, 伊藤裕之, 鈴木良雄, 河合祥雄, 澤木啓祐, 長岡 

功, 竹田和由, 奥村 康. 1073R-1 乳酸菌で発酵したヨーグルトの摂取がインフルエンザ特異的抗

体価に与える影響. 日本食品免疫学会 第 9 回学術大会, 2013（10 月・東京） 
377. 長岡 功. ロコモティブシンドロームの予防と対策 ～食品成分を用いた評価～「脚の老化対策 最

前線 ～ロコモティブシンドロームを予防するために～」. 第 60 回日本栄養改善学会学術総会, 
2013（9 月・神戸） 

378. 蓬田 伸, 染谷明正, 菅野秀一, 冨澤亜也子, 長岡 功, 石川正明. Doxorubicin 耐性 K562 細

胞における P-糖タンパク質発現に対するグアニンヌクレオチド交換タンパク質（guanine 
nucleotide-exchange protein; GEP）の関与. 生化学 85 (8): 125. 第 86 回日本生化学会大会, 
2013（9 月・横浜） 

379. Hu Z, Murakami T, Suzuki K, Tamura H, Nagaoka I. Dual mechanism of antimicrobial 
cathelicidin peptide LL-37 for the inhibition of LPS/ATP-induced pyroptosis. 生化学 85 (8): 130. 
第 86 回日本生化学会大会, 2013（9 月・横浜） 

380. 鈴木 香, 山倉文幸, 長岡 功. 抗菌ペプチド LL-37 による血管内皮細胞における LPS の取り込

み促進メカニズム. 生化学 85 (8): 131. 第 86 回日本生化学会大会, 2013（9 月・横浜） 
381. 染谷明正, 坂本廣司, 長岡 功. 滑膜細胞からの IL-8 産生に対するグルコサミンの分子抑制メカ

ニズム. 生化学 85 (8): 151. 第 86 回日本生化学会大会, 2013（9 月・横浜） 
382. 五十嵐庸, 鈴木香, 坂本廣司, 長岡 功. サーチュイン 1 は軟骨細胞におけるグルコサミンの標的

遺伝子である. 生化学 85 (8): 151. 第 86 回日本生化学会大会, 2013（9 月・横浜） 
383. 細田浩司, 田村弘志, 長岡 功. C/EBP ファミリーによるヒト単球・マクロファージ系細胞 THP-1 にお

ける TREM-1 の転写制御. 生化学 85 (8): 157. 第 86 回日本生化学会大会, 2013（9 月・横浜） 
384. 村上 泰介, 田村 弘志, 長岡 功. Alarmin である HMGN1 は LPS 刺激された壊死性のマクロファ

ージから放出される. 生化学 85 (8): 157. 第 86 回日本生化学会大会, 2013（9 月・横浜） 
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385. 長岡 功. グルコサミンと健康 −グルコサミンの細胞機能調節作用−「健康をもう一度考える −情

報と栄養成分と生体応答−」. 栄養学若手研究者の集い 第 47 回サマーセミナー, 2013（8 月・筑

波） 
386. 胡 忠双, 村上泰介, 鈴木 香, 田村弘志, 森田隆司, 長岡 功. 抗菌ペプチド LL-37 は二つのメ

カニズムによってLPS/ATPで誘導されるピロトーシスを抑制する. 第60回トキシンシンポジウム予稿

集 48-51. 2013（7 月・兵庫） 
387. 染谷明正, 坂本廣司, 長岡 功. グルコサミンによる転写因子 Sp1 の O-N-アセチルグルコサミン

修飾と IL-8 発現抑制. 第 34 回日本炎症・再生医学会プログラム予稿集 114. 2013（7 月・京都） 
388. 村上泰介, 田村弘志, 長岡 功. LPS 刺激マクロファージ系細胞からの HMGN1 放出機構. 第 34

回日本炎症・再生医学会プログラム予稿集 120. 2013（7 月・チリ） 
389. 胡 忠双, 村上泰介, 鈴木 香, 田村弘志, 長岡 功. 抗菌ペプチド LL-37 によるマクロファージピ

ロトーシスの制御. 第 34 回日本炎症・再生医学会プログラム予稿集 121. 2013（7 月・京都） 
樋野興夫 
390. 塩野雅俊, 小林敏之, 樋野興夫, 石岡千加史. トランスジェニック Tsc2 変異（Eker）ラットにおける

N525S 置換型変異 Tsc2 発現及びその優性抑制的胎生致死作用. 第 72 回日本癌学会学術総

会, 2013（10 月・横浜）  
391. 譚 珂, 梶野一徳, 脇屋 緑, 樋野興夫. miRNA による ERC/mesothelin 転写産物の制御. 第 72

回日本癌学会学術総会, 2013（10 月・横浜）  
392. 小橋（張）丹青, 小林敏之, 樋野興夫. Tsc2 KO マウス腎腫瘍細胞における Erc/mesothelin とイン

テグリン β1 シグナル伝達関連の解明. 第 72 回日本癌学会学術総会, 2013（10 月・横浜） 
393. 樋野興夫. 環境発がん制御研究〜山極勝三郎生誕 150 周年〜. 第 72 回日本癌学会学術総会, 

2013（10 月・横浜）  
394. 河野春奈, 伊藤敬孝, 高井節夫, 新井 一, 堀江重郎, 小林敏之, 樋野興夫. Eker ラット ES 細

胞, iPS 細胞による腎癌発生メカニズムの解析. 第 72 回日本癌学会学術総会, 2013（10 月・横

浜）  
395. 望月早月, 阿部 仁, 尾原健太郎, 落合大樹, 北川雄光, 樋野興夫, 佐藤 博, 岡田保典. Src

は ADAM28 の発現に重要な役割を果たす. 第 72 回日本癌学会学術総会, 2013（10 月・横浜）  
396. 古来木拜尓, 鳥布力咍斯, 馬合木特, 亜 森, 茂櫛 薫, 飯島久美子, 田中真二, 田中 博, 有

井滋樹, 樋野興夫. チロシンアミノトランスフェラーゼの低発現は肝細胞癌の低分化発症に寄与

し、その発現はエピジェネティック異常と関連する. 第 72 回日本癌学会学術総会, 2013（10 月・横

浜） 
397. 水越幸輔, 岡澤裕, 小見山博光, 藤井智明, 伊藤恭彦, 五藤倫敏, 垣生園子, 樋野興夫, 坂

本一博, 折茂 彰. 患者大腸癌組織片の移植モデルにおける顕著な肝臓および肺への転移形成. 
第 72 回日本癌学会学術総会, 2013（10 月・横浜）  

398. Fujii T, Horimoto Y, Acar A, Ito Y, Saito M, Hino O, Orimo A. Jagged1-stimulated Notch3 
signalling activation in carcinoma-associated fibroblasts mediates their activated 
tumour-promoting trait. 第 72 回日本癌学会学術総会, 2013（10 月・横浜） 

399. 樋野興夫. 山極勝三郎＆吉田富三の温故創新〜新時代の形成力を求めて〜. 第 102 回日本病

理学会総会, 特別企画 山極勝三郎 生誕 150 周年記念＆吉田富三 生誕 110 周年記念シン

ポジウム〜癌研究の歩みを未来に〜, 2013（6 月・札幌）  
400. 西原広史, 川俣 太, 永生高広, 加藤容崇, 樋野興夫, 武冨紹信, 田中伸哉. 消化器癌におけ

る ERC/mesothelin 発現の分子病理学的解析. 第 102 回日本病理学会総会, 2013（6 月・札幌） 
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櫻井 隆 
401. 坂入伯駿, 上窪裕二, 櫻井 隆. GPCR 複合体形成によるシグナル伝達制御. 順天堂大学 2013

（10 月・東京） 
山倉文幸 
402. 川崎広明, 池田雅彦, 酒居一雄, 重永綾子, 飯泉恭一, 宇田宗弘, 馬場 猛, 髙森建二, 山倉

文幸. 脳卒中易発症ラットにおけるニトロトリプトファン生成とタンパク質機能傷害. 第 86 回日本生

化学会大会, 2013（9 月・横浜） 
403. 飯泉恭一, 冨永光俊, 川崎広明, 重永綾子, 加茂敦子, 鎌田弥生, 髙森建二, 山倉文幸. 6-ニ

トロトリプトファンはアトピー性皮膚炎患者の血漿バイオマーカーとなり得るか？ 第 35 回日本トリプト

ファン研究会学術集会, 2013（9 月・京都） 
404. 池田啓一, 松本 孝, 川崎広明, 松本綾子, 細見 修, 小林 淳, 佐々木啓, 山倉文幸. ペルオ

キシナイトライトによる卵白リゾチームのトリプトファンニトロ化は tri-N-acetylchitotriose により阻害され

るか？. 第 35 回日本トリプトファン研究会学術集会, 2013（9 月・京都） 
405. 川崎広明, 池田雅彦, 酒居一雄, 重永綾子, 飯泉恭一, 宇田宗弘, 馬場 猛, 髙森建二, 山倉

文幸. 脳卒中易発性高血圧自然発症ラット SHR-SP におけるトリプトファンニトロ化修飾の生成. 第

35 回日本トリプトファン研究会学術集会, 2013（9 月・京都） 
406. 川崎広明 , 冨永光俊 , 加茂敦子 , 飯泉恭一 , 重永綾子 , 髙森建二 , 山倉文幸 . Carbonic 

anhydrase III のニトロ化修飾によるアトピー性皮膚炎の病態形成機構の解明. 第 13 回日本 NO 学

会学術集会, 2013（6 月・沖縄） 
407. 飯泉恭一, 冨永光俊, 川崎広明, 重永綾子, 加茂敦子, 鎌田弥生, 髙森建二, 山倉文幸. 抗

6-ニトロトリプトファン抗体を用いた血漿バイオマーカーの探索−アトピー性皮膚炎患者による試み. 
第 13 回日本 NO 学会学術集会, 2013（6 月・沖縄） 

岩渕和久 
408. 中山仁志, 栗原秀剛, 森田康裕, 木下タロウ, 髙森建二, 小川秀興, 岩渕和久. 病原性抗酸菌

のラクトシルセラミドを利用したヒト好中球食胞成熟回避機構. 第 6 回セラミド研究会, 2013（11 月・

札幌） 
409. 中山仁志, 栗原秀剛, 髙森建二, 小川秀興, 岩渕和久. ヒトマクロファージにおけるラクトシルセラ

ミドの役割について. 第 86 回日本生化学会大会, 2013（9 月・横浜） 
410. 中山仁志, Chiricozzi E, Mauri L, Prinneti A, Sonnino S, 岩渕和久. ラクトシルセラミドはヒト好中

球の細胞膜上で Lyn と直接会合している. 第 32 回日本糖質学会年会, 2013（8 月・大阪） 
411. 増田浩美, 松本 亮, 中山仁志, 加賀直子, 岩渕和久. 抗ラクトシルセラミド抗体の反応特異性

について. 第 8 回スフィンゴテラピー研究会, 2013（7 月・加賀） 
412. 中山仁志, 栗原秀剛, 森田康裕, 木下タロウ, Alessandro Prinetti, Sandro Sonnino, 小川秀興, 

髙森建二, 岩渕和久. ヒト好中球における抗酸菌認識・貪食の分子機構について. 第 55 回日本

脂質生化学会, 2013（6 月・松島） 
池田勝久 
413. 池田勝久, 塩沢晃人. アレルギー性鼻炎患者初代培養鼻粘膜上皮細胞の IL-17A 刺激による各

種サイトカインの網羅的解析. 第 63 回日本アレルギー学会春秋季学術学会, 2013（11 月・東京） 
松田浩珍 
414. 松田浩珍, 田中あかね, 他. アトピー性皮膚炎における皮膚 pH 調節の重要性. 日本獣医学会学

術集会, 2013（9 月・岐阜） 
415. 松田浩珍, 田中あかね, 他. カジメに含まれる dieckol のアトピー性皮膚炎に対する治療効果. 日
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本獣医学会学術集会, 2013（9 月・岐阜） 

416. 松田浩珍, 田中あかね, 他. アトピー性皮膚炎の皮膚における HIF-1α の発現について. 日本獣

医学会学術集会, 2013（9 月・岐阜） 
山口重樹  
417. 山口重樹. オピオイド鎮痛薬の依存を巡ってー米国におけるオピオイド鎮痛薬の乱用・依存問題. 

第 7 回日本緩和医療薬学会, 2013（9 月・千葉） 
418. 山口重樹. 新しい鎮痛薬や鎮痛補助薬の分子薬理学的基礎知識―新規オピオイド鎮痛薬の基

礎知識と適正使用.  第 7 回日本緩和医療薬学会, 2013（9 月・千葉） 
419. 山口重樹. 麻酔科と小児がん治療―獨協医科大学病院の小児がん医療における麻酔科医の活

動について 5. 第 19 回日本小児麻酔学会, 2013（9 月・神戸） 
420. 山口重樹. 緩和医療－がん疼痛緩和の今後－がん疼痛におけるペインクリニック医が語るオピオ

イド治療. 日本ペインクリニック学会第 47 回大会, 2013（7 月・大宮） 
421. 山口重樹. 慢性痛に対するオピオイド治療－非がん性の慢性痛におけるオピオイド治療を適正に

普及するには－. 日本ペインクリニック学会第 47 回大会, 2013（7 月・大宮） 
 

 

＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況など 
ホームページで公開している場合には、URL を記載してください。 

＜既に実施しているもの＞ 

シンポジウム・学会等 
髙森建二 
1. 2016 年 4 月 23 日（土）：順天堂大学本郷キャンパスセンチュリータワー南 10 階講義室, 東京. 

文部科学省平成 25 年度私立大学戦略的研究基盤形成支援事業 第 3 回ワークショップ 
「難治性"かゆみ"の発症機構解明と予防・治療法開発の研究基盤構築」 
ホームページ http://www.juntendo.ac.jp/graduate/laboratory/labo/kankyo_igaku/lecture/l_70.html 

2. 2015 年 10 月 10 日（土）：順天堂大学本郷キャンパスセンチュリータワー南 10 階講義室, 東京.
文部科学省平成 25 年度私立大学戦略的研究基盤形成支援事業 第 2 回公開シンポジウム 
「難治性"かゆみ"の発症機構解明と予防・治療法開発の研究基盤構築」 
ホームページ http://www.juntendo.ac.jp/graduate/laboratory/labo/kankyo_igaku/lecture/l_67.html 
プレスリリース： http://www.juntendo.ac.jp/news/20150914-02.html 

3. 2014 年 11 月 29 日（土）：順天堂大学本郷キャンパスセンチュリータワー南 10 階講義室, 東京.
文部科学省平成 25 年度私立大学戦略的研究基盤形成支援事業 第 2 回公開ワークショップ  
「難治性"かゆみ"の発症機構解明と予防・治療法開発の研究基盤構築」 
ホームページ http://www.juntendo.ac.jp/graduate/laboratory/labo/kankyo_igaku/lecture/l_62.html 

4. 2014 年 4 月 26 日（土）：順天堂大学本郷キャンパス有山記念館講堂, 東京.  
文部科学省平成 25 年度私立大学戦略的研究基盤形成支援事業 第 1 回公開シンポジウム 
「難治性”かゆみ”の発症機構解明と予防・治療法開発の研究基盤構築」  
ホームページ http://www.juntendo.ac.jp/graduate/laboratory/labo/kankyo_igaku/lecture/l_58.html 

5. 2013 年 9 月 4 日（火）順天堂大学本郷キャンパス 10 号館カンファレンスルーム 105 号室, 東京.
文部科学省平成 25 年度私立大学戦略的研究基盤形成支援事業 第 1 回非公開ワークショップ  
「難治性"かゆみ"の発症機構解明と予防・治療法開発の研究基盤構築」  

http://www.juntendo.ac.jp/graduate/laboratory/labo/kankyo_igaku/lecture/l_67.html
http://www.juntendo.ac.jp/news/20150914-02.html
http://www.juntendo.ac.jp/graduate/laboratory/labo/kankyo_igaku/lecture/l_62.html
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横溝岳彦 
6. 2015 年 2 月 10～12 日：東京.  

6th International Conference on Phospholipase A2 and Lipid Mediators, Co-organizer. 
7. 2013 年 8 月 4～9 日：ニセコ.  

Faseb SRC: Lysophospholipid and Other Related Medaitors-From Bench to Clinic, Co-organizer. 
長岡 功 
8. 2016 年 2 月 13 日：東京. 第 12 回ファンクショナルフード学会. 
9. 2014 年 12 月 5〜6 日：東京. 第 20 回日本エンドトキシン・自然免疫研究会 プログラム・抄録集 

52. 
10. 2014 年 11 月 15 日：東京. 第 1 回日本血管血流学会学術集会 抄録集 3. 
11. 2014 年 8 月 7〜8 日：東京. 第 28 回キチン・キトサンシンポジウム. 
 
インターネットでの公開状況 
髙森建二  
12. 環境医学研究所 研究内容・業績：

http://www.juntendo.ac.jp/graduate/laboratory/labo/kankyo_igaku/ 
横溝岳彦 
13. 生化学第一講座：http://plaza.umin.ac.jp/j_bio/ 
14. 2014 年 Press release：http://www.eurekalert.org/pub_releases/2014-05/rup-uae050714.php 
15. 2014 年 順天堂大学プレスリリース：http://www.juntendo.ac.jp/graduate/pdf/news08.pdf 
長岡 功  
16. 生化学・生体防御学講座： 

http://www.juntendo.ac.jp/graduate/laboratory/labo/seikagaku_seitaibogyo/html/index_j.html 
櫻井 隆 
17. 薬理学講座：http://pharmacology.sakura.ne.jp/index.html 
岩渕和久 
18. http://www.juntendo.ac.jp/graduate/nurs/research/profile_12.html 
19. http://www.juntendo.ac.jp/graduate/laboratory/labo/kankyo_igaku/k4_iwabuchi.html 
20. https://globalmedicaldiscovery.com/key-scientific-articles/direct-interaction-instrumental-for-signa

ling-processes-between-laccer-and-lyn-in-the-lipid-rafts-of-neutrophil-like-cells/ 
(世界中で出版される医学・生物学の論文から編集部が注目する新たな発見と考えた論文を毎週

20 報選んで紹介するカナダの医学情報 Web サイトの May 8 2015 の週で JLR の論文が紹介され

た。) 
松田浩珍 
21. 研究者プロフィール：http://kenkyu-web.tuat.ac.jp/Profiles/3/0000237/profile.html 
22. 東京農工大 http://www.tuat.ac.jp/~mol_path/ 
平林義雄 
23. 理化学研究所プレスリリース：http://www.riken.jp/pr/press/2015/20150828_2/ 東北大学・東京大

学 
 
【その他の研究成果の公開】 
広報活動 

http://www.juntendo.ac.jp/graduate/laboratory/labo/kankyo_igaku/
http://plaza.umin.ac.jp/j_bio/
http://www.eurekalert.org/pub_releases/2014-05/rup-uae050714.php
http://www.juntendo.ac.jp/graduate/pdf/news08.pdf
http://www.juntendo.ac.jp/graduate/laboratory/labo/seikagaku_seitaibogyo/html/index_j.html
https://globalmedicaldiscovery.com/key-scientific-articles/direct-interaction-instrumental-for-signaling-processes-between-laccer-and-lyn-in-the-lipid-rafts-of-neutrophil-like-cells/
https://globalmedicaldiscovery.com/key-scientific-articles/direct-interaction-instrumental-for-signaling-processes-between-laccer-and-lyn-in-the-lipid-rafts-of-neutrophil-like-cells/
http://www.tuat.ac.jp/%7Emol_path/
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髙森建二 
24. 髙森建二. 冬の乾燥肌. 株式会社ニッポン放送『高嶋ひでたけのあさラジ！』. 2016（1 月） 
25. 髙森建二. 内臓疾患に伴う痒みのメカニズムと対策(演者). 2015（10 月）  
26. 髙森建二. かゆみのメカニズムと治療について. 「10MTV オピニオン」イマジニア株式会社. 

2015(10 月) 
27. 髙森建二. そのかゆみ、内蔵疾患のサインかも！？ ラジオ NIKKEI. 2015（10 月） 
28. 髙森建二. からだのかゆみ, 乾燥からくるかゆみ, 内臓の病気からくるかゆみ. 

TBS 系列全国２８局ネット番組「いっぷく」. 2015（放映 2 月） 
29. 髙森建二. 乾燥肌，健康カプセル！ゲンキの時間，画像提供. 2014（放映 11 月） 
30. 髙森建二. 内臓疾患が原因の難治性かゆみ，週刊ポスト「医心伝身」. 2014（11 月） 
31. 髙森建二. かゆみでわかる病気，日刊ゲンダイ. 2014（10 月） 
32. 髙森建二. 油断大敵！体がかゆいとき，NHK e テレ「チョイス」. 2014（放映 5 月） 
33. 髙森建二. 身体の痒み・カサつき・粉吹きはセラミド不足が原因. スワロージュ Vol. 13. 2014 
長岡 功 
34. 長岡 功. 熊本日日新聞.グルコサミンと健康 ―その多彩な作用 寿命延長効果にも期待. 「抗加

齢と健康科学」 ～キチン・キトサンのパワー～. 東海大学第 52 回公開セミナー「Let’s 不思議！」 
35. 長岡 功. 茶の間の健康トレンド「健康寿命を脅かす関節疾患」. 茶の間. 2016; 2: 102-103. 
36. 長岡 功. 研究人「医学の基礎を追求、生体防御学が大きなテーマ」. 健康ジャーナル. 2016; 

339: 6.  
37. 長岡 功. 抗炎症・抗血栓作用から始まったグルコサミン研究 –医学の基礎を追及し生体防御学

を大きなテーマに研究を続けて–. Healthy & Beauty. 2016; 2: 24-25. 
38. 長岡 功. 機能性表示・関節サポート「境界領域の被験者で対応できる」. 健康産業新聞. 2015

（4 月） 
39. 長岡 功. グルコサミン 機能性表示可能か 病者食も選択肢に. 健康産業流通産業新聞. 2015

（2 月）  
40. 長岡 功. 最新のキチン･キトサン研究の成果 69 題発表、抗腫瘍効果をはじめとする注目すべき

機能性明らかに ―医療への応用など今後の期待感増す―. 健康ジャーナル. 2014（9 月）  
41. 長岡 功. 第 9 回グルコサミン研究会・研修会開催、研究・治療など最新の情報を講演 ―健食

の機能性表示、糖化と病態、変形性膝関節症など―. 健康ジャーナル. 2014（9 月）  
42. 田村弘志, 長岡 功. バイオ・医療の産学連携開発上市支援で社会貢献. 2014 年度版 注目情

報はこれだ！！. 2014（3 月） 
43. 長岡 功. 「健康寿命」に大切なのは、軟骨成分グルコサミン！. 茶の間 9 月号. 2013（9 月） 
44. 長岡 功. 定期診断でストレス自覚. 日本経済新聞. 2013（5 月） 
45. 長岡 功. コラーゲンペプチド含有食品のヒザ関節痛に対する効果について. 産経ニュース. 2013

（2 月）  
北村庸雄 
46. 北村庸雄. 肝疾患と痒み --Cholestatic Itch--. 第 140 回浦安皮膚臨床懇話会. 2016（2 月・浦安） 
柿木隆介 
47. 中川 慧, 柿木隆介. 脳に電気刺激→かゆみ抑制. 朝日新聞（夕刊）. 2015（8 月）  
48. 柿木隆介. 「かゆみ」. TBS テレビ いっぷく！ 2015（2 月） 
49. 柿木隆介. 「痛みについて」, NHK 総合 ためしてガッテン. 2015（1 月） 
50. 望月秀紀, 柿木隆介. 「かゆみかく快感」伝わる部位特定 岡崎の研究機関 アトピー治療に光. 
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毎日新聞. 2014（1 月）  

51. 望月秀紀, 柿木隆介. 「かくと気持ちよい」仕組み解明. 読売新聞. 2014（1 月）  
52. 望月秀紀, 柿木隆介. かゆみかくと・・・恋の快感？ 生理学研 脳の反応解明 「皮膚の症状改

善 役立つ可能性」. 朝日新聞. 2014（1 月）  
53. 望月秀紀, 柿木隆介. かいて快感、脳構造解明 生理研 「報酬系」が活性化. 東愛知新聞. 

2014（1 月）  
54. 望月秀紀, 柿木隆介. 「かいた時の快感」解明 脳内の部位が活性化 アトピー治療に期待も日

本経済新聞. 2014（1 月）  
55. 望月秀紀, 柿木隆介. かく快感 褒められた時と同じ 岡崎・生理研 脳の仕組み解明. 中日新

聞. 2014（1 月）. 
 
＜これから実施する予定のもの＞ 

【シンポジウム・学会等】 
1. 文部科学省平成 25 年度私立大学戦略的研究基盤形成支援事業 第 3 回公開シンポジウム 

「難治性"かゆみ"の発症機構解明と予防・治療法開発の研究基盤構築」 
平成 28 年度中に開催予定 

  

１４ その他の研究成果等 
「１２ 研究発表の状況」で記述した論文、学会発表等以外の研究成果及び企業との連携実績があれば具体的

に記入してください。 また、上記１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付してください。 

【特許】 
髙森建二 

1. 吉岡康子, 鎌田弥生, 冨永光俊, 髙森建二. 特願 2015-074574 号. 
セマフォリン 3A 遺伝子発現増強剤、及びセマフォリン 3A タンパク産生亢進剤. 
出願者：小林製薬株式会社, 学校法人順天堂（共同出願）. 
出願日：2015 年 3 月 31 日 

2. 梅原芳恵, 鎌田弥生, 冨永光俊, ニヨンサバ・フランソワ, 髙森建二. 特願 2014-177778 号 
掻痒性皮膚疾患の治療又は予防. 
出願者：学校法人順天堂 
出願日：2014 年 9 月 2 日 

3. 鎌田弥生, 冨永光俊, 髙森建二.  PCT/JP2014/062073 
セマフォリン 3A の発現調節法. 
出願者：学校法人順天堂 
出願日：2013 年 5 月 2 日 

横溝岳彦 
4. 佐々木文之, 横溝岳彦. 特願 2014-228828 

加齢黄斑変性症予防治療剤. 
出願者：学校法人順天堂 
出願日：2014 年 11 月 11 日 

長岡 功 
5. 長岡 功, 五十嵐庸, 坂本廣司. 特願 2013-262048 

サーチュイン 1 遺伝子の発現増強剤. 
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出願者：学校法人順天堂, 甲陽ケミカル株式会社. 
出願日:2013 年 12 月 19 日 
公開日：2014 年 9 月 11 日. 公開番号：特開 2014-166982 

森本幾夫 
6. 山田健人，林睦, 山田幸司, 森本幾夫, 岡本俊博, 金子有太郎. 特願 2015-179672 

抗 CD26 抗体と他の抗がん剤とを組み合わせた癌治療用組成物 
出願者(権利者)：ワイズ·エー·シー株式会社    
出願日：2015 年 9 月 11 日 
出願国：日本及び PCT 加盟国 

7. 森本幾夫, 大沼 圭, 波多野良. 特願 2014-199260 
免疫抑制剤（CD26 分子のリガント Cav-Ig 蛋白が慢性 GVHD 治療に有効）. 
出願者：学校法人順天堂 
出願日：2014 年 9 月 29 日 
出願国：PCT 加盟国 

8. 森本幾夫, 大沼 圭. 特願 2013-187124 
MERS コロナウイルス感染予防治療剤（ヒト化 CD26 抗体が MERS コロナウイルス感染の予防及び

治療に用いる）. 
出願者：学校法人順天堂 
出願日：2013 年 9 月 17 日 
出願国：PCT 加盟国 

9. 森本幾夫, 大沼 圭, 波多野良, 山田健人. 特願 2013-158533 
抗ヒト化 CD26 モノクローナル抗体又はその抗原結合性断片（ホルマリン固定パラフィン包理した病

理組織の免疫染色が可能なコンパニオン診断薬としての新規抗ヒト CD26 単クローン抗体開発）. 
出願者：学校法人順天堂 
出願日：2013 年 7 月 31 日 
出願国：PCT 加盟国 

山倉文幸 
10. 山倉文幸, 川崎広明, 酒居一雄. 特願 2013-109299 

一酸化窒素ストレスの診断方法.  
出願者：学校法人順天堂, 日研ザイル(株) 

 
【企業との連携実績】 

髙森建二 
1. 髙森建二. 表皮内神経線維と痒みに対する保湿剤の影響. 伊那食品工業株式会社との共同研

究 
2. 髙森建二. 表皮内神経線維に対する光線療法の影響とそのメカニズムの解明. ウシオ電機株式

会社との共同研究  
3. 髙森建二. 痒みのメカニズムの解明と治療応用に関する研究. 科研製薬株式会社との共同研究 
4. 髙森建二. 表皮内神経線維と痒みに有効な化合物の検討. 小林製薬株式会社との共同研究 
5. 髙森建二. 表皮内神経線維と痒みに対する保湿剤の影響. 佐藤製薬株式会社との共同研究 
6. 髙森建二. 痒み治療法の開発に関する研究. 東レ株式会社との共同研究 
7. 髙森建二. 表皮内神経線維に対する NTP の影響とそのメカニズムの解明. 日本臓器製薬株式
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会社との共同研究 

8. 髙森建二. 表皮内神経線維に対する保湿剤・軟膏の影響. マルホ株式会社との共同研究 
9. 髙森建二. 表皮内神経線維と痒みに対する軟膏・薬剤の評価. ミノファーゲン製薬との共同研究 
10. 髙森建二. 皮膚バリアと痒みに対する食品の影響. 株式会社明治との共同研究 
11. 髙森建二. 皮膚バリアと痒みに対する保湿テープ剤の影響. 株式会社ポーラファルマとの共同研

究 
12. 髙森建二. アトピー性皮膚炎病態に対する薬剤の影響. ヤンセンファーマ株式会社との共同研究 
13. 髙森建二. 保湿剤による痒み抑制効果に関する研究. BIODERMA との共同研究 
14. 髙森建二. 表皮内神経線維に対する保湿剤の影響. FANCL との共同研究 
横溝岳彦 
15. 横溝岳彦. 難治性皮膚潰瘍治療薬の開発. 興和株式会社との共同研究 (2015 年 4 月) 
森本幾夫 
16. 森本幾夫. 血清中 sCD26 濃度、DPP-4 活性及びリンパ球イムノフェノタイピング測定に要する抗体

の選択及び製造に関する検討. キッセイ薬品株式会社との受託研究契約（2016 年 2 月～2017 年

1 月） 
山倉文幸 
17. 山倉文幸. 生体内ニトロトリプトファンの簡易検出系の確立に関する研究.日研ザイル株式会社との

共同研究（委託研究費は無し） 
岩渕和久 
18. 岩渕和久. 脂質ドメインの超微細構造の解析. 理化学研究所との共同研究 (2013- ) 
19. 岩渕和久. ホスファチジルグルコシド及びそのリゾ体の免疫細胞機能発現における役割解明なら

びに疾患関連性の検討. 小野薬品工業との共同研究(2014-2016) 
関川 巌 
20. 関川 巌. 抗 CTGF（Connective tissue growth factor）抗体の乾癬や関節リウマチでの有効性の研

究. 日本農産（株）・富山大学医学部との共同研究 
北村庸雄 
21. 北村庸雄. 慢性肝疾患の痒み治療薬として昨年薬価収載された「ナルフラフィン」を現在進行中

の動物実験に適用予定. 東レ・メディカル株式会社より原末供与 
平林義雄 
22. 平林義雄. 小野薬品との共同研究 （順天堂大学とも共同参加） 
 

 

１５ 「選定時」に付された留意事項とそれへの対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 

最終的な研究成果の集約が課題である。 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 

 アトピー性皮膚炎(AD)における難治性かゆみの発症は、複数の環境・遺伝要因が末梢（皮膚、免

疫細胞、後根神経節）及び中枢（脊髄、脳）に影響することで複雑化する。その発症メカニズムを一つ

ずつ明らかにし、紐解くことが他疾患における難治性かゆみの発症メカニズムの解明に繫がる可能性

がある。そこで、罹患率が増加中であり、国民病ともいえるADを中心的な研究対象にすることで、①表

皮角化細胞における Sema3A発現誘導因子の発見、②難治性かゆみに対する治療標的ミクログリアの

発見、③皮膚 pH の上昇に関与する CAIII のニトロ化傷害の発見、④表皮 pH が上昇すると KLK5 が

活性化され、PAR2 の開裂を介してかゆみ関連因子 TSLP、IL-31、NGF が増加することを発見、⑤か
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ゆみ誘発活性があるケモカイン IP-10 が AD 患者血清で上昇することを発見、⑥S1P 刺激によってケラ

チノサイトにおけるTNF-αシグナリングを介した起痒物質 endothelin-1の産生亢進の発見などの成果

を上げた。これら成果を乾癬、鼻炎のかゆみに適応し、難治性かゆみのメカニズムの解明及び治療標

的分子・細胞の探索に向けて比較検討したところ、⑦鼻こすりの起痒物質候補 TSLP、MCP-1、Ｇ－Ｃ

ＳＦの同定などの成果を上げた。今後も、これら難治性かゆみの発症メカニズムを内臓疾患（胆汁鬱滞

や悪性腫瘍 “paraneoplastic itch”）やウイルス性疾患（帯状疱疹）などの他疾患の難治性かゆみに適

応、比較検討することで、疾患横断的なかゆみ予防・治療法の開発に向けて集約する。同時に、難治

性かゆみの発症メカニズムは個々の病態や疾患で異なることを考慮し、オーダーメイド医療としてのか

ゆみの予防・治療法の開発も進める。さらに、見出された各かゆみ治療法を組み合わせる（併用する）

ことで、難治性かゆみの発症メカニズムの多様性に対処する。 
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１６　施設・装置・設備・研究費の支出状況（実績概要） （千円）

１７　施設・装置・設備の整備状況  （私学助成を受けたものはすべて記載してください。）
《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。） （千円）

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡0

補助主体

うち一般補助10,265

うち一般補助11,818

37,491 37,491

うち一般補助10,524

292,387 285,569

1

0

Ｈ15 747 m2

補助金額整備年度

74,982

108,685

408,369

592,036

0 12,114 1,966 0

0

0

142,711

0

0

12,114

218,668 175,621

36,228 72,457 0 00 0

1,966 0

0

37,491 37,491 0 0 0 0

0 0 0 0

80,654 58,831 2,819 407

1,09960,384 8,17971,600

4601,116

36,228 72,457

66,414 56,406

141,262

0

0

74,982

108,685

124,396

0

0

平
成
2
7
年
度

研究施設面積 研究室等数 使用者数

研究費

総

額

総 計

0

平
成
2
5
年
度

施 設

装 置

装 置

施 設

施 設

装 置

研究費

設 備

事業経費施　設　の　名　称

設 備

平
成
2
6
年
度

設 備

施 設

装 置

研究費

設 備

プロジェクト番号

寄付金 その他（　　　　　　　　　　）
受託

研究等

支出額 法　人
負　担

私　学
助　成

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳

備　考

S1311011

40 320,271　環境医学研究所 145,867 私学助成

法人番号 131025

共同研
究機関
負担

年度・区分

研究費
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ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ

１８　研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度

  平成 年度

印刷製本費 252 業績集等印刷費 252

旅費交通費 1,730 学会参加交通費 1,730

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 15 電話料金等 15

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 60,795 試薬、器具等 60,795

年　　　度 26

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

22,381

8,658

学内2人
学内5人
学内2人

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

時給　1,250円，年間時間数　1,443時間

0

83,384

機器修理等

補助主体

私学助成
私学助成
私学助成
私学助成

0
15,006

私学助成

2,049

2,049 2,049研究補助員 実人数　2人

6,371

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

学内9人

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

ポスト・ドクター 13,189

計

計

0

15,006

2,821

15,006

14

学会参加交通費
14,740

521
1,897

業績集等印刷費

清掃・保守・分析委託

電話料金等

積　　算　　内　　訳
小  科  目

主　な　使　途

0

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

支　出　額

試薬、器具等

26,932 17,955
H25
H25 SH800 1 268

1 901
H25 TAXI Scan-FL 1

13,8181,782

26,600
219 28,035 18,690

39,900

9,212SR-S 1

1JPQT6500FQTRAP6500 LC/MS/MS System

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

4,048 37,491
（研究装置）

稼働時間数装置・設備の名称 台　　数型　　番

H25

事業経費 補助金額

74,982

計

リサーチ・アシスタント

消　耗　品　費

図　　　　書

8,658

1,897

教育研究経費支出

印刷製本費

超解像レーザー顕微鏡Gated STEDアップグレードシステム

蛍光細胞動態解析システム一式

SH800 細胞分取システム一式

（情報処理関係設備）

（　修理費等　）
報酬・委託料

金　　額

57,554

通信運搬費

0
14

研究支援推進経費

57,554

光　熱　水　費

521

教育研究用機器備品

人件費支出
（兼務職員）

旅費交通費
14,740

計

25

（研究設備）

整備年度

H25

SCLABA-Realシステム　Light Version

年　　　度
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  平成 年度

計 35,219 学内15人

ポスト・ドクター 16,287 学内5人
研究支援推進経費 16,055 学内7人

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 2,877 学内3人

図　　　　書
計 11,186

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 11,186

教育研究経費支出
計 5,057

人件費支出 時給　1,413円，年間時間数　3,118時間
（兼務職員） 5,057 実人数　4人

計 88,023

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 16,101 清掃・保守・分析委託 16,101

（　　　　　　　） 2,024 機器修理等 2,024

印刷製本費 307 業績集等印刷費 307

旅費交通費 232 学会参加交通費 232

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 366 電話料金等 366

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 68,993 試薬、器具等 68,993

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

計 31,633 学内11人

年　　　度 27

ポスト・ドクター 27,896 学内8人
研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 3,737 学内3人

図　　　　書 0

計 12,567

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 12,567

教育研究経費支出
計 6,474

人件費支出 時給　1,280円，年間時間数　4,718時間
（兼務職員） 6,474 研究補助員 実人数　5人

計 81,310

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 15,047 清掃・保守・分析委託 15,047

（　修理費等　） 3,471 機器修理等 3,471
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